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【わがまち散歩】新川 編

【特集】二十歳の集い

ち
っ
ち
ゃ
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
一
緒

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
共
に
笑
っ
て
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問 い合わせ先

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

交流情報センターミナテラス ( 図書館 ) 住 木山 236
復興まちづくりセンターにじいろ 住 宮園 702
地域共生センターカタル      　住 木山 594
保健福祉センターはぴねす　健康保険課　健康増進係 住 惣領 1470
児童館　　　　　　　　　　　住 惣領 1470
学校給食センター　　　　　　住 宮園 943-1
文化会館　　　　　　　　　　住 木山 381-1
総合体育館　　　　　　　　　住 木山 236
水道センター　　　　　　　　住 寺迫 51-1
浄化センター　　　　　　　　住 馬水 1194-2
クリーンセンター　　　　　　住 寺迫 290
益城斎場　　　　　　　　　　住 福原 5740
益城西原消防署　　　　　　　住 寺迫 202-1
社会福祉協議会　　　　　　　住 惣領 1470

●
会 計 課
税 務 課
　住 民 税 係
　固 定 資 産 税 係
　債 権 管 理 係
住 民 課
　住 民 係
　環 境 衛 生 係
健 康 保 険 課

保健事業係・保険年金係
　介 護 保 険 係
福 祉 課

地域福祉係・包括支援係
　障 が い 支 援 係
　人 権 対 策 係
こ ど も 未 来 課
学 校 教 育 課
生 涯 学 習 課
　スポーツ振興係
産 業 振 興 課

商 工 観 光 係
建 設 課

道 路 整 備 係
復 興 工 務 係

　管 理 係
都 市 計 画 課
　都 市 計 画 係
　建 築 係
　公 営 住 宅 担 当
復 興 整 備 課

まちづくり推進室
　用 地 対 策 係
企 画 財 政 課

ふるさと納税ダイヤル
総 務 課
　男女共同参画係
危 機 管 理 課
議 会 事 務 局

☎ 286-3201

☎ 286-3388
☎ 286-3380
☎ 286-3116

☎ 286-3112
☎ 289-8077

☎ 286-3113
☎ 286-3114

☎ 234-6113
☎ 286-3115
☎ 289-1400　　
☎ 286-3117
☎ 286-3307
☎ 286-3337
☎ 287-4330
☎ 286-3277
☎ 289-8307

☎ 286-3224
☎ 286-3171
☎ 286-3301

☎ 286-3340
☎ 289-8308
☎ 286-3155

☎ 289-2930
☎ 286-3170
☎ 286-3223
☎ 273-8820
☎ 286-3111
☎ 286-6665
☎ 286-3210
☎ 286-3351

益城町役場　 　　 　 　 　 　 　

１
階

２
階

３
階

☎ 287-8411
☎ 284-1711
☎ 237-8822
☎ 234-6123
☎ 234-6124
☎ 286-8535
☎ 286-1511
☎ 289-2433
☎ 286-6880
☎ 286-1131
☎ 286-4190
☎ 286-0877
☎ 286-2119
☎ 214-5566

☎ 286-3111( 代表 )住 宮園 702 2
588

今 月の表紙
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広҆݋༑会

　春から整形外科でリハビリ
助手として働く松

まつ
永
なが

柚
ゆず

葉
は

さん
と、鍼灸の学校に通っている
川
かわ

端
ばた

芳
よし

乃
の

さん。小学生から 8
年間共にバドミントンを頑
張ってきた二人は、「スポーツ
を頑張る人を支える側になり
たい」と話していました。

心
を
継
ぐ
若
き
剣
士
た
ち

「
݋
道
大
ࠃ
۽「
本
。
古
く
か
ら

݋
道
が
੝
ん
で
、
多
く
の
道
場
が

ए
ऀ
の
ҭ
੒
に
ྗ
を
஫
い
で
き
た

こ
と
が
、
そ
の
ڧ
さ
の
ݯ
で
す
。

昨
年
12
月
に
૑
ཱ
50
प
年
を
ܴ

え
た「
޿
҆
݋
༑
ձ
」も
そ
の
一
つ
。

੨
গ
年
の
݈
શ
ҭ
੒
を
目
త
に
地

元
の
༗
ஈ
ऀ
が
ઃ
ཱ
し
た
こ
の
道

場
は
、
શ
ࠃ
Ϋ
ラ
ス
の
݋
࢜
を
数

多
く
ഐ
出
。
਌
子
数
代
で
௨
う
人

も
お
り
、
そ
の
ٕ
ज़
と
ਫ਼
ਆ
を
࣍

代
へ
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

ࢦ
ಋ
ऀ
の
一
人
、
野の

中な
か

ਅま

理り

子こ

さ
ん
。
自
਎
も
小
ֶ
生
か
ら
こ
の

道
場
に
所
ଐ
し
た
શ
ࠃ
大
ձ
経
ݧ

ऀ
で
、
ೋ
人
の
່
さ
ん
が
௨
い
࢝

め
た
の
を
ػ
に
ࢦ
ಋ
ऀ
と
な
り
ま

し
た
。
൴
女
は
道
場
の
理
೦
を
こ

う
語
り
ま
す
。「
ス
ϙ
ー
ツ
と
し

て
ٕ
ज़
を
伝
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
本
当
に
伝
え
た
い
の
は

『
心
』。
ྱ
ّ
と
ײ
ँ
、
文
෢
྆
道

を
も
っ
て
ਫ਼
ਆ
を
஁
࿉
す
る
こ
と

こ
そ
が
݋
の
道
で
す
」。
道
場
生

は
、
そ
の
教
え
を
৅
௃
す
る『
心
』

の
一
字
が
し
る
さ
れ
た
手
১
い
を

಄
に
ר
き
、
ࢼ
合
に
௅
み
ま
す
。

受
け
継
が
れ
る
剣
の
心

心
技
体
を
学
ぶ
道
場

5
人
で
挑
む
剣
の
道

34
人
が
ࡏ
੶
す
る
こ
の
道
場
で
、

後
ഐ
た
ち
を
Ҿ
っ
張
る
中
ֶ
生
ν

ー
ム
が
い
ま
す
。
༮
গ
ظ
か
ら
ޓ

い
に
ߴ
め
合
い
、
練
習
が
な
い
日

も
一
緒
に
過
ご
す
ほ
ど
の
ڧ
い
ឺ

で
݁
ば
れ
て
い
る
̑
人
に
、
ஂ
ମ

ઓ
に
ྟ
む
そ
の
心
を
ฉ
き
ま
し
た
。

先
鋒
・
冨と

み

田た

紫し

吹ぶ
き「

自
෼
は
本
来
、

先
๝
޲
き
で
は
な
い
と
思
う
。
け

れ
ど
೚
さ
れ
た
か
ら
に
は
શ
ྗ
で

先
ਞ
を
切
り
ま
す
」

次
鋒
・
園そ

の

川か
わ

誠せ
い

志し

朗ろ
う「

ν
ー
ム
の

中
で
は
自
෼
が
࠷
も
ऑ
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
࣍
に
つ
な
͛
た
い
ؾ
持

ち
は
一
൪
で
あ
り
た
い
で
す
」

中
堅
・
松ま

つ

下し
た

葵あ
お
い「

先
生
た
ち
に『
໎

い
が
あ
る
』と
ࢦ
ఠ
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
໎
い
を
அ
ち
切
り
、
ν

ー
ム
に
ߩ
ݙ
し
た
い
で
す
」

副
将
・
赤あ

か

星ほ
し

煌こ
う

明め
い「

前
の
̏
人
の

思
い
を
大
ক
に
つ
な
͙
の
が
自
෼

の
໾
ׂ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

大
将
・
三み

浦う
ら

泰た
い

千ち「
ν
ー
ム
が
ど

ん
な
ঢ়
گ
で
も
、
࠷
後
は
ඞ
ず
উ

つ
の
が
大
ক
の
໾
目
で
す
。
今
年

は
こ
の
̑
人
で
શ
ࠃ
大
ձ
に
出
場

し
、
޿
҆
݋
༑
ձ
の
名
を
શ
ࠃ
に

と
ど
ろ
か
せ
た
い
で
す
」

益城のがまだしもん！

二十歳の集い

なにするところ？

わがまち散歩「新川編」

ましきインフォメーション
こども誰でも通園制度「ひこうき」/ 町営住宅市ノ後団
地入居者募集 /「阿蘇くまもと空港・テクノ周辺」ジョ
ギングフェア　参加者募集 / 物価高対応子育て応援
手当 / 家畜を 1 頭（羽）以上飼育している人へ / 令和
8 年度地域福祉基金助成金の申請受け付け開始 / 産
前産後の国民年金保険料免除（国民年金第 1 号被保険
者）/【認可外保育施設などの利用予定者へ】幼児教育・
保育無償化に伴う手続き / 新教育委員を紹介します

信國満徳教育長、就任

野田裕喜×松田天馬

まちなか Pick UP!
むしゃんよか！　益城の風になれ / 志賀哲太郎の功
績が未来へとつながる

安全と安心／益城の文芸

人権～みんなが幸せになるために～

町有施設情報（ミナテラス／カタル）

町有施設情報（文化会館／にじいろ）／你好台湾

みんなのひろば

くらしの情報
お知らせ▶コンビニ交付サービス一時停止 / 林野火
災注意報・警報の発令 / 特定（産業別）最低賃金改正
/ みんなで 2050 年ゼロカーボンを目指そう！ / 北
方領土返還要求運動署名コーナーを県庁に設置 / 催
しもの▶第 34 回益城復興木山初市 / 相談▶女性の
ための女性司法書士による無料相談会 / 募集▶く
まもとねんりんピック 2026 参加者募集 / 第 25 回
くまもと障がい者スポーツ大会参加者募集 / 第 50
回記念　ちびっこ探検学校ヨロン島　参加者募集 /

「にっぽん縦断 こころ旅」忘れられない風景募集 / お
かげさまで広報紙・写真共に県 1 位！

町長のちょっと一言／善意の灯／乳幼児健診／
ふるさと納税／編集後記

中学校日記／健康に暮らす。
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Լஈࣸਅ͔ࠨΒʗ
ಓ৔ੜͨͪʗʮ৺ʯ
ͷख১いʗதֶੜ
νーム。দԼさΜ
はݸਓઓで݄̏ͷ
શࠃେձにग़৔。
ʮݝ୅දͱしてஏ
͡ͳいࢼ߹Λして
͖·͢ʯʗ஛౛Λ
ৼΔ࢟は༐·しい
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「
ྩ
࿨
8
年
ӹ
৓
ொ
ೋ
े
ࡀ
の
集

い
」が
1
月
11
日
に
ொ
૯
合
ମ
ҭ
ؗ
で

։
࠵
さ
れ
、
̎
̕
̏
人
の
ए
ऀ
が
出

੮
し
ま
し
た
。

ࣜ
య
で
は
、
新
ೋ
े
ࡀ
を
代
表
し
て

ԕと
お

山や
ま

み
の
り
さ
んớ
૜
ྖ
̍
ொ
内
Ờが
、

「
۽
本
地
震
や
コ
ロ
φ
Ւ
と
い
っ
た
多

く
の
ࠔ
難
を
༑
人
と
৐
り
ӽ
え
た
こ

と
で
、
日
ৗ
の
ଚ
さ
を
஌
り
、
日
々

の
生
׆
が
多
く
の
ࢧ
え
で
੒
り
ཱ
っ

て
い
る
と
࣮
ײ
で
き
ま
し
た
。
大
޷

き
な
;
る
さ
と
ӹ
৓
ொ
の
෮
ڵ
と
と

も
に
、
さ
ら
に
੒
௕
し
て
い
き
た
い
」

と
੤
い
の
ݴ
༿
を
ड़
΂
ま
し
た
。

੖
れ
ண
࢟
の
ए
ऀ
た
ち
は
、
چ
༑

と
の
再
ձ
を
ت
ͼ
、
ޓ
い
の
੒
௕
に

ڻ
き
つ
つ
ۙ
گ
を
ใ
ࠂ
し
合
う
な
ど
、

ผ
れ
を
੯
し
む
よ
う
に
ਚ
き
る
こ
と

の
な
い
ձ
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ࣸਅࠨから ৽二ेࡀ୅දのԕ山さん／࢘会Λ຿めた᷀҆
΍す

田
だ

Ᏽ
ͤい

େ
た

さん（ࣉഭ）᷁ 田
た

த
なか

ང
はるか

さん（惣領 4 町
内）／ه೦඼Λ受͚औる෰

はͬͱり

部޸
͜う

੕
ͤい

さん（ാத）／交௨҆全એݴΛड़΂る౉
わた

ᬑ
な΂

⁜
りん

さん（木山下辻団地）

Mashiki Town 
Coming-of-Age 
Ceremony 
2026

二
は

十
た

歳
ち

の集い

My 20-
Year-Old 
Photo 
Dump!!
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Leap

DREAM
BIG!

WISH
YOU
THE

BEST

Twenty
Into
LeapLeap

DREAMDREAM
BIG!

TwentyTwenty
Into
Leap
Into
Leap

BIG!

跳
べ
！

二
十
歳

柴し

垣が
き

な
ぎ
さ
さ
ん

山や
ま

下し
た

紗さ

來ら

さ
ん

横よ
こ

溝み
ぞ

未み

空そ
ら

さ
ん

黒く
ろ

田だ

優ゆ
う

太た

さ
ん

橋は
し

本も
と

奈な

な々

さ
ん

浅あ

生そ
う

凌り

句く

さ
ん

永な
が

田た

雄ゆ
う

大だ
い

さ
ん

松ま
つ

岡お
か

悠ゆ
う

さ
ん

社
会
福
祉
士

を
目
指
す
！

藤ふ
じ

原わ
ら

吏り

希き

さ
ん

橋
はし

本
もと

璃
り

佳
か

さん 村
むら

上
かみ

雅
み や び

妃さん 坂
さか

本
もと

しずくさん

仕
事
が
ん
ば
る
！

夢に向かって

がんばる

松ま
つ

田だ

竜り
ゅ
う

空せ
い

さ
ん

本ほ
ん

田だ

妃ひ

奈な

乃の

さ
ん

Ｂ
Ｉ
Ｇ
に
な
る
ぜ
！

か
せ
ぐ
！

Ｂ
Ｉ
Ｇ
に
な
る
わ
！

社
会
人
と
し
て

自
覚
を
持
つ

勉
強
が
ん
ば
る
ぞ
！

自
立
し
ま
す
！

誰
よ
り
も
か
っ
こ
い
い

男
に
俺
は
な
る
！

刺
激
あ
る
人
生
を
送
る

大
学
生
活
楽
し
ん
で
ま
す

や
り
た
い
こ
と
を

目
い
っ
ぱ
い
楽
し
む

す
て
き
な

保
育
士
に
な
る
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Χ
λ
ϧ
ỏ
に
じ
い
ろ
ỏ
ί
ω
ỽ
τ
ỏ

ϛ
φ
ς
ϥ
ε
。
こ
れ
ら
͸
શ
て
໦

ࢁ
ߍ
۠
に
あ
Δ
ࢪ
ઃ
の
愛
শ
で
す
。

Ͳ
こ
に
あ
Δ
ỏ
Ͳ
ん
ͳ
ࢪ
ઃ
か
෼

か
Γ
ま
す
か
ʁ

「
い
く
ͭ
΋
ࢪ
ઃ
が
あ
Δ
͚
Ͳ
ỏ

Ͳ
こ
で
Կ
が
で
͖
Δ
の
か
෼
か
ら

ͳ
い
」ỏ「
い
い
ࢪ
ઃ
ͳ
の
に
஌
ら

ͳ
い
人
が
ଟ
く
て
΋
っ
た
い
ͳ
い
」

ಡ
ऀ
か
ら
ಧ
い
た
ҙ
ݟ
に
͓
応

͑
し
て
ỏ
ࠓ
ճ
͸
4
ͭ
の
ࢪ
ઃ
で

ͦ
れ
ͧ
れ
Կ
が
で
͖
Δ
の
か
ỏ
ར

༻
ऀ
の
੠
と
と
΋
に
঺
հ
し
ま
す
。

ར
༻
ྉ
ۚ
΍
༧
໿
ํ
๏
͸
ỏ
二

࣍
ݩ
ί
ồ
υ
か
ら
֤
ࢪ
ઃ
の
ϗ
ồ

Ϝ
ϖ
ồ
δ
を
͝
֬
ೝ
く
ͩ
さ
い
。

集い、学び、つながり、広がる

垣根のない みんなの学び舎

　元々利用していた「つどいの
広場はっぴぃ」が、施設内に移転
したのをきっかけにカタルを訪
れ、いろんな講座があることを
知りました。一時保育などを利
用しながら、講座を受講するの
が私の息抜きになっています。
　津森方面からのアクセスも良
く、開放感があり周りが静かで
利用しやすいです。

カタルは私の散歩コー
ス！　建設中から、講座
ができればいいなと楽し
みにしていました。
　月 3 回、健康マージャ
ンの講座を行っている多
目的ホールは、広くて冷
暖房完備でよかばかり！
　講座を受講する皆さん
もとても喜んでいます。

地域共生センターカタル

୮
たん

ੜ
ͤい

Ղ
か

ܙ
え

さん（田原） ࡔ
さか

Ҫ
い

ໜ
し͛る

さん（҆永 4 町内）

�
� �

� �

�

な
に
す
る

と
こ
ろ
？

にじいろ コネット

ミナテラス カタル

˙ଟ࠼な࠲ߨでڵຯ͕あることをֶ΂る
˙஥間ͨͪとαーΫϧ活ಈ͕できる
˙ϑϦードϦンΫ（300 ԁ）をҿみな͕らษڧし

ͨΓおしΌ΂ΓしͨΓできる
ʮ̇ͭͲいの広場ʯで਌子の交ྲྀ͕できる

　「カλϧ」ͱいうѪশがࣔす௨り、全てのੈ୅
がܰؾに集い（かたり）、ޠり合う͜ͱができる
ଟ機能なֶश・交ྲྀ施ઃです。施ઃ内には、୭
で΋ࣗ༝にར༻できるϩϏーがあり、ϑリーυ
リϯクΛย手に 8i‐'i Λͬ࢖てௐ΂෺Λした
り、༑ਓ΍Ո଒ͱޠり合ͬたりͱ、ࢥいࢥいの
時間Λաごす͜ͱができます。
　地域׆ಈのڌ఺ͱしてのି館機能΋ॆ実。
αークϧ׆ಈ΍஥間ͱのΠϕϯトاըに׆༻可
能です。「ͭどいの広場」では、小さなお子さん
࿈れのਓたͪが҆৺して਌子で交ྲྀできる場Λ
ఏڙしています。

ʮ࠲ߨをड͚るʯから、そのઌ΁
「カλϧ」は、਒ࡂでࣦわれた町தԝ公民館の

役ׂΛҾき͗ܧ、町民͚޲の各छ࠲ߨΛ։࠵し
ています。
　町のҒਓ・්࢛ݡਓΛֶͿ「ふるさͱֶܳ員」
೦館のҊ内Λしهਓ්ݡੜが࢛ۀでは、ଔ࠲ߨ
たり、ڀݚ੒ՌΛలࣔ΍ग़前तۀにੜかしたり
するなど、׆ಈの場Λさらに広͛ています。

でऴわらず、「΋ͬͱ΍ͬて「Λ受͚る࠲ߨ」
Έたい」ͱいう町民のօさんのͪ࣋ؾΛԠԉし、
ͦ͜から৽たな׆ಈ΍チϟレϯジがੜまれる。

「カλϧ」は、ͦんな一าΛ౿Έग़したਓの集う
場所Λ໨ࢦしています。

�  தఉからԹかな日がࠩしࠐ
Ήϑリースペース �  ֶश相談
΋できます �  αークϧのར༻
΋ܴ׻ � Ҫさんの健康Ϛーࡔ 
ジϟϯ࠲ߨ �  ϑリースペース
でޠり合う �  ͭどいの広場
はͬͽ͌は 3 ະຬがର৅ࡀ

広 報 · ͖͠  ྩ࿨8ʢ2026ʣ. 2広 報 · ͖͠  ྩ࿨8ʢ2026ʣ. 29 8



　私が補助教員をしている
広安小では、児童が地震や
町を知る授業でにじいろを
訪れます。
　ふらっと来て住民主体で
使えるのが魅力です。自分
のやりたいことができると
いう自由さも、子どもたち
に知ってほしいですね。

　図書館に来るのが楽しみ
で週 4 日、毎回 4 時間滞
在しています。お気に入り
の席で江戸時代の物語を読
んでいるとあっという間！
　気分転換に料理や園芸の
本を読めるのも図書館の良
いところ。ここで過ごす時
間が大好きです。

地域共生センターカタル
住 木山 592　☎ 237 - 8822
開 午前 9 時〜午後 10 時
休 月曜日（祝日の場合は翌平日）

復興まちづくりセンターにじいろ
住 宮園 702　☎ 284 -1711
開 午前 9 時〜午後 10 時
休 月曜日（祝日の場合は翌平日）

コワーキングスペース Connet
住 宮園 404 -1
☎ 090 - 6513 - 5710
開 午前 10 時〜午後 10 時
休 水曜日

交流情報センターミナテラス（図書館）
住 木山 236　☎ 287 - 8411
開 水曜日　正午〜 8 時
　 その他　午前 10 時〜午後 6 時
休 月曜日（祝日の場合は翌平日）、第 3 金曜日

UMEらいん 乗合タクシー
施設への交通手段として、
のるーと UME らいんや
乗合タクシーもぜひご利
用ください。

౻からࠨ
ふ͡

ຊ
΋ͱ

ਅ
しん

೭
の

介
す͚

さん、ߊ
͜う

੒
ͤい

さん、୓
たく

༏
ͻろ

さん、య
のり

子
͜

さん（広崎 1 町内）

　子どもが生まれる前は、中央公民館図書室で子どもの命
名の本などを借り、生まれてからは図書館のおはなし会に
よく参加していました。館内は明るく開放的で、新刊も充
実しています。子どもたちも大きくなり、宇宙やパソコン・
プログラミングの本などを借りています。

静かに過ごせる私の居場所

新しい情報に出合える知の拠点

ᶽιϑΝでくͭろ͗な
がらΏͬくりຊΛָし
Ή͜ͱができる館内
᷁ຖ日、ຖ週、ຖ月、
৽ฉ΍ࢽࡶ΋࠷৽߸が
ฒͿ

交流情報センターミナテラス

■館಺で੩かにաごすこと͕できる
■ຖि໿ 100 にग़߹͑るץの৽࡭
■ 1 ਓ࠷େ 10 2、࡭ ि間、ຊをआΓること͕できる
■町のྺ࢙をޠるࢿྉをݟること͕できる
　約 10 ສ࡭の一ൠॻ、̑ ສ࡭のࣇಐॻなど෯広いジϟ
ϯϧのॻ੶がͦろう益城町ਤॻ館。ຖ週౔༵ͱ第 2・
第 4 木༵日には「おはなし会」が։࠵されています。

2016（にじいろ）の記憶をつなぐ

まちのエントランス

復興まちづくりセンターにじいろ

˙町や۽ຊ஍਒のことを知ること͕できる
˙஍Ҭ交ྲྀのきっか͚をͭくること͕できる
˙ษڧやଧͪ߹Θせで͑࢖るϑϦーεϖーε͕ॆ࣮
˙交௨広場ൃணのバεやタΫγーの଴ͪ࣌間に͑࢖る

　2016 は「に͡
4 4

Ύうい
4

ͪろ
4

く」́「に͡いろ」ͱݺͿ͜
ͱができ、۽ຊ地਒Λ๨れないͱいうهԱのܧঝのҙ
ຯがࠐめられています。

　普段は在宅勤務で、週末に
ここで仕事をするのが良い気
分転換になっています。
　カフェだと騒がしく感じる
こともありますが、コネット
は落ち着ける空間です。
　利用者やスタッフにも学生
が多く、頑張っている学生の
姿が刺激になっています。

コワーキングスペース　C
コ ネ ッ ト

onnet

˙੨य़ϑΣεタなͲ、௅ઓしͨいਓ͕اըऀとしてؔ
Θること͕できるػ会͕ある

˙࿩しͨΓしな͕らみんなでษۀ࡞・ڧに取Γ૊Ίる
る͑࢖室͕あΓଧͪ߹ΘせなͲでもݸ˙
˙ษڧや௅ઓしͨいことをεタッϑに相談できる
※ίϫーΩϯάスペースͱは、ҟなるۀछ΍৬छのਓʑがڞ௨

のۭۀ࡞間Λڞ༗しながら、ͦれͧれಠཱしてۀ࡞する場所

つながりたい人、頑張りたい人、挑戦したい人が主役のみんなの場所

　中学 3年生の時、休日に放
送委員の活動の打ち合わせを
するために使用していました。
　高校生になり、コネットで
開催された「青春フェスタ」
の企画にも参加しました。
　普段から学生の利用も多く、
人とのつながりや交流が生ま
れる場だと思います。

�に͡いろΛى఺に਒هࡂ
೦公Ԃから役場へͭながる

� 「Աのプϩムφーυه」
௥ౣの場・਒هࡂ೦公Ԃ 
�  ษڧ΍ଧͪ合わͤは予
約ෆཁ �  ؅ཧਓさんがຖ
月։࠵するお月ݟ会

ᷤ
か

੢
さい

ඒ
Έ

ࣿ
さ

さん（҆永 1 町内） ໼
΍

໺
の

ۏ
͜ͱ

Ի
Ͷ

さん（福富）

永
なが

ଜ
Ήら

༝
Ώ

ل
き

子
͜

さん（辻の城団地）

木
きの

下
した

かおりさん（辻団地）

�

� �

�
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གྷ
り
が
ไ
納
さ
れ
ま
す
。「
新
川
に
来
て

す
͙
に
、
օ
さ
ん
が
౐
川
ࢰ
子
෣
の
஥
間

に
ܴ
え
入
れ
て
く
れ
て
。
そ
れ
が
Կ
よ
り

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
Ҏ
来
、
ず
っ
と

ࢀ
Ճ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」と
笑
إ

を
見
せ
ま
す
。

集
落
の
݁
ଋ
を
物
語
る
Τ
ϐ
ι
ー
ド
も

ඈ
ͼ
出
し
ま
す
。「
も
う
Կ
े
年
も
前
の
こ

と
ば
っ
て
ん
ね
」と
前
ஔ
き
し
て
話
し
࢝
め

た
の
は
吉よ

し

住ず
み

ྸれ
い
きُ

さ
ん
。
そ
れ
は
、ொ
の
ମ

ڠ
ओ
࠵
の
ι
フ
τ
ボ
ー
ル
大
ձ
に
新
川
も

ࢀ
Ճ
し
て
い
た
こ
ろ
の
話
。

当
時
、
બ
り
͵
き
の
ϝ
ン
バ
ー
で
݁
੒

さ
れ
た
地
域
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ѹ

倒
త
に
人
数
が
଍
り
な
か
っ
た
新
川
で

は
、
্
は
50
代
か
ら
下
は
10
代
と
い
う
෯

޿
い
年
ྸ
の
9
人
が
ど
う
に
か
そ
ろ
っ
た

そ
う
で
す
。「
ิ
欠
も
お
ら
ん
、
で
こ
΅

こ
ν
ー
ム
で
す
た
い
。
ば
っ
て
ん
、
新
川

の
み
で
ν
ー
ム
を
張
れ
た
こ
と
が
み
ん
な

う
れ
し
く
て
ね
。
ࢼ
合
の
੒
੷
 
そ
り

ゃ
、
ฉ
か
ん
で
は
い
よ
」と
吉
住
さ
ん
が

ݴ
う
と
、
ど
っ
と
笑
い
が
ى
き
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
人
た
ち
の
中
に
、
昨
年
12
月

に
ӽ
し
て
来
た
ば
か
り
と
い
う
、
小こ

見み

たా

लひ
で

തひ
ろ

さ
ん
が
い
ま
し
た
。
۽
本
ࢢ
౦
۠
か

ら
家
଒
で
Ҡ
住
し
た
と
い
う
小
見
ా
さ
ん

が
、
ԑ
も
Ώ
か
り
も
な
い
こ
の
地
に
住
ま

い
を
ߏ
え
た
理
由
は
、
自
宅
か
ら
一
๬
で

き
る
൧
ా
山
と
船
野
山
の
෩
ܠ
に
あ
り
。

目
の
前
に
さ
え
͗
る
も
の
が
な
い
そ
の
։

์
ײ
を
、一
目
で
ؾ
に
入
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
日
小
見
ా
さ
ん
は
、
集
落
の
人
た

ち
と
は
ॳ
の
إ
合
わ
せ
。「
ఱ
૲
出
਎
で

ւ
௼
り
が
趣
味
で
す
。
一
Ԡ
船
も
持
っ
て

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
ئ
い
し
ま
す
」と
い

か
ら
温
か
い
コ
ミ
ỿ
ニ
ς
ỹ
ー
が
ҭ
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

「
な
ん
か
あ
っ
た
ら
す
͙
に
ۦ
け
つ
け

て
、
う
れ
し
い
こ
と
も
つ
ら
い
こ
と
も
ڞ

༗
し
て
き
た
、
み
ん
な
が
਌
ੰ
の
よ
う
な

も
ん
で
す
」と
話
す
の
は
、
۠
௕
の
松ま

つ

Ӭな
が

मし
ỵ
う

一い
ち

さ
ん
で
す
。
10
年
前
の
۽
本
地
震
௚

後
は
、
集
落
で
ڠ
ྗ
し
合
っ
て
の
自
ओ
ආ

難
。
అ
๷
ۙ
く
の
ۭ
き
地
に
֤
家
の
ं
を

集
め
て
ं
中
ധ
を
し
な

が
ら
、
Ϗ
ニ
ー
ル
ハ
΢

ス
に
৯
ࡐ
を
持
ち
د
り

ௐ
理
し
、
օ
さ
ん
一
緒

に
৯
ࣄ
を
औ
り
ま
し
た
。

倒
壊
し
た
家
で
は
、
敷

地
内
の
納
屋
や
倉
庫
を

仮
住
ま
い
と
し
て
暮
ら

し
、
そ
れ
ͧ
れ
に
再
建

を
目
ࢦ
し
た
そ
う
で
す
。

自
宅
が
શ
壊
し
た
松

木
山
川
、
藻
川
、
ؠ
戸
川
が
ަ
わ
る
場

所
に
た
た
ず
む
集
落「
新
川
」。
౐
川
地

۠
で
あ
り
な
が
ら
も
、
古
く
か
ら
新
川
と

し
て
の
集
合
ମ
を
ܗ
੒
し
て
い
る
地
域
で

す
。
ݱ
ࡏ
12
戸
が
暮
ら
し
、
こ
こ
に
は
昔

う
自
ݾ
঺
հ
に
た
ち
ま
ち
օ
さ
ん
が
৯

い
つ
き
ま
す
。「
俺
も
ւ
௼
り
೿
」「
自
෼

も
」「
俺
も
俺
も
」と
࣍
々
に
手
が
্
が
り
、

小
見
ా
さ
ん
と
օ
さ
ん
は
す
͙
に
ଧ
ち
ղ

け
ま
し
た
。ど
う
や
ら
新
川
に
ま
た
一
人
、

熱
心
な
௼
り
஥
間
が
૿
え
た
よ
う
で
す
。

マ
Ω
の
Ⴉせ

ん

定て
い

が
見
ࣄ
な
ఉ
を
見
つ
け
ま

し
た
。
α
ラ
Ϧ
ー
マ
ン
を
定
年
後
、
਌
ੰ

の
ఉ
࢓
ࣄ
を
手
伝
っ
て
い
る
と
い
う
木き

本も
と

ཾり
ỵ
う

治じ

さ
ん
が
手
ֻ
け
る
自
宅
の
ఉ
に
は
、

࢛
ق
ં
々
の
২
物
も
ҭ
っ
て
い
ま
す
。
妻

の
ਢす

ຏま

さ
ん
は
、
ఉ
に
๚
れ
る
小
ௗ
や
૲

Ֆ
を
Ϟ
ν
ー
フ
に
し
た
ハ
Ψ
Ω
ֆ
を
ඳ
く

の
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

「
新
川
は
買
い
物
が
ෆ
ศ
だ
と
か
水
֐

も
心
഑
さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
に
嫁
い
で
50

年
。
օ
さ
ん
い
い
方
ば
か
り
で〝
住
め
ば

౎
〞と
は
こ
の
こ
と
」と
話
す
ਢ
ຏ
さ
ん

は
Ӊ
౔
ࢢ
で
生
ま
れ
ҭ
ち
ま
し
た
。

小
ֶ
生
の
こ
ろ
の
こ
と
。
ਢ
ຏ
さ
ん
の

฼
਌
の
࣮
家
が
あ
る
ޚ
船
ொ
を
๚
れ
る

ࡍ
、
Ӊ
౔
か
ら
か
つ
て
の
ਏ
ౡ
ެ
Ԃ
前
で

バ
ス
に
৐
り
׵
え
、
ӹ
৓
を
経
由
し
て
޲

か
う
の
が
当
時
の
ެ
ڞ
ަ
௨
の
手
ஈ
で
し

た
。
そ
の
バ
ス
の
৐
߱
ٳ
ܜ
所
が
新
川
。

「
バ
ス
を
߱
り
て
辺
り
を
ோ
め
る
と
、
木

山
川
の
ඉ
໳
の
ۙ
く
で
、
உ
の
子
た
ち
が

水
༡
ͼ
を
し
て
い
た
の
を
֮
え
て
い
ま

す
。
も
し
か
し
た
ら
そ
の
中
に
෉
が
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
嫁
͙
こ
と
に

な
っ
た
と
き
、
ෆ
思
ٞ
な
ご
ԑ
を
ײ
じ
ま

し
た
ね
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Ӭ
さ
ん
は「
ど
の
家
に
も
地
下
水
が
湧
き
出

て
お
り
米
も
あ
る
。
৯
ࡐ
は
֤
家
の
家
ఉ
菜

Ԃ
で
ま
か
な
っ
て
。『
み
ん
な
が
い
る
か
ら
、

こ
が
ん
と
き
も
ど
う
に
か
な
る
』と
思
え
た

か
ら
こ
そ
、
そ
が
ん
落
ち
ࠐ
む
こ
と
は
な
か

っ
た
で
す
ね
」と
振
り
ฦ
り
ま
す
。

そ
の
日
、
松
Ӭ
さ
ん
の
家
に
は
集
落
の

人
た
ち
が
إ
を
出
し
て
い
ま
し
た
。「
な

ん
さ
ま『
わ
が
ま
ち
ࢄ
า
が
来
る
』て
ݴ

う
も
ん
だ
け
ん
」と
୭
か
の
一
੠
で
の
っ

け
か
ら
໌
る
い
ム
ー
ド
。
ެ
ຽ
ؗ
が
な
い

新
川
で
は
、
地
域
の
د
り
合
い
は
۠
௕
宅

に
集
ま
る
の
が
׳
ྫ
だ
そ
う
で
す
。

松
Ӭ
さ
ん
宅
に
集
ま
っ
た
إ
Ϳ
れ
は
、

޿
ใ
ࢴ
の
ྩ
࿨
7
年
12
月
߸
の
ಛ
集
で

঺
հ
さ
れ
た「
౐
川
ࢰ
子
෣
」に
ࢀ
Ճ
し

た
ϝ
ン
バ
ー
。
ࡇ
り
は
3
年
ご
と
の
ަ
代

੍
で
毎
年
行
わ
れ
、
昨
年
は
下
౐
川
と
新

川
の
地
域
の
օ
さ
ん
が
୲
当
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ࡇ
り
が
大
޷
き
」

と
い
う
、
ఱ
૲
の
Տ
Ӝ
ொ
出
਎
で
30
年
前

に
妻
の
࣮
家
が
あ
っ
た
新
川
に
Ҡ
住
し
た

小こ

松ま
つ

੓ま
さ

℄の
り

さ
ん
。
小
松
さ
ん
の
古
ཬ
で
は

「
ւ
を
౉
る
ࡇ
ྱ
」と
ݺ
ば
れ
る
う࢈

Ϳ

ౡし
ま

ਆ

ࣾ
の
๛
ړ
を
ف
ئ
す
る
ࡇ
り
が
༗
名
。
ແ

人
ౡ
の
࢈
ౡ
に
船
で
ご
ਆ
ମ
を
運
ͼ
、
౐

川
の
ࢰ
子
෣
と
ಉ
じ
く
、
ࢰ
子
෣
や
太
ޑ

௮෺がಘҙとい͏妻のਢ
ຏさん

新川をಓҊ಺してくれた
ཾ治さん

ϚΩのඒしいੜ͚֞と、ࣄݟͳႩఆͿり。
ѹרで͢

ͲのՈに΋地下水が༙͖ग़ており、地਒௚ޙ͸͜の地下水に助
͚られ·した

「新川͸Ұؙとͳってh Θが
·ちࢄาʱにࢀՃし·ー͢」
と言ってくれた松Ӭさん

上 ୆のఅ๷からோΊた新川集落。Լߴ/ /۠
௕の松Ӭさん宅に集·っていた集落のօさん

ਢຏさんがඳいたఉ
に࡙く「Ϡϒί΢δ」
のϋΨΩֆ

「みんͳ͖ΐ͏ͩいのΑ͏に
ҭったΑ」と話͢٢ॅさん

ՏӜொग़਎のখ松さんで͢
が、΋͏ っ͢かり新川のॅਓ

্
ʗ
Ҡ
ॅ
し
て
͖
た
ば
か
Γ
の
小
ݟ

ా
さ
ん
Ո
଒
。
左
か
ら
妻
の
ຑま

ཧΓ

ѥあ

さ
ん
ỏ
一
人
່
の
੕ͤ
ཟら

さ
ん
ỏ
ल
ത

さ
ん
。
Լ
ʗ
小
ݟ
ా
Ո
の
ఉ
か
ら
一

๬
で
͖
Δ
ỏ
൧
ా
ࢁ
と
船
໺
ࢁ

ちょっとそこ
まで

vol.56vol.56
৽઒�ฤ
͠Μ͔Θ

少
し
ず
つ
膨
ら
ん
で
き
た
梅

の
つ
ぼ
み
が
花
開
く
季
節
。今

回
の
散
歩
は
新
川
集
落
。

広
大
な
田
ん
ぼ
を
南
北
に
挟

み
な
が
ら
北
側
に
惣
領
地
区
、

南
側
に
砥
川
地
区
を
望
み
ま

す
。穏
や
か
な
陽
光
に
包
ま
れ

な
が
ら
、心
温
ま
る
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。

࠱
༏
ޟ
ᘭ
を

ԃ
に
᷎
㯮
る

ෙ
㯣
㯵
㰯
の
ጼ
൦
㰊
の

ɰ
༚
ⲿ
㰌
㯶
␉

㎒
⟍
の
⎁
ᒈ
を
᯳
Ⱘ
る

㯣
㯰
㰅
㰤
の
㰽
㱳
㱘
㹯
㱥
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恵
を
受
け
つ
つ
も
、
厄
難
を
背
負
っ
て
き

た
こ
と
も
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

藻
川
の
水
路
が
目
の
前
に
流
れ
る
家
に

暮
ら
す
の
は
松ま

つ

本も
と

吉よ
し

雄お

さ
ん
で
す
。
松
本

さ
ん
の
自
宅
に
も
地
下
水
が
湧
き
出
て
お

り
、「
地
下
水
は
冬
は
温
か
く
て
夏
は
冷

た
い
と
よ
。野
菜
や
道
具
を
洗
っ
た
り
と
、

暮
ら
し
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
」と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

自
宅
入
り
口
に
、
芝
生
を
張
っ
た
ゴ
ル

フ
練
習
場
を
持
つ
廣ひ

ろ

瀨せ

耕こ
う

治じ

さ
ん
。「
な

ー
ん
、
人
様
に
見
せ
る
ほ
ど
の
も
ん
じ
ゃ

な
か
て
」と
首
を
横
に
振
り
ま
す
が
、
バ

ケ
ツ
の
中
の
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
数
に
そ
の

熱
心
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。
定
年
後
、
妻
の

樹み
き

子こ

さ
ん
と
楽
し
ん
で
い
る
の
が
旅
行
だ

と
か
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
ま
し
た
。

「
愛
犬
と
暮
ら
し
て
き
た
12
年
間
、
ど

ち
ら
か
が
犬
の
世
話
を
し
て
い
た
の
で
2

人
で
旅
行
す
る
こ
と
も
で
き
ず
。
亡
く
な

っ
た
今
は
さ
み
し
か
ば
っ
て
ん
、
旅
行
に

は
一
緒
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
」と

耕
治
さ
ん
。
昨
年
11
月
に
ハ
ワ
イ
を
旅
し

た
と
い
う
2
人
。「
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
を

借
り
地
元
の
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
し
て
。

ハ
ワ
イ
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
よ
う
に
過

ご
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
旅
の
い
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
」と
樹
子
さ
ん
。

江
戸
時
代
か
ら
先
祖
代
々
住
み
続
け
て

き
た
家
が
地
震
で
倒
壊
。
し
ば
ら
く
は
敷

地
内
の
倉
庫
を
仮
住
ま
い
に
し
て
暮
ら

し
、
そ
の
後
自
宅
を
再
建
し
た
と
い
う
廣ひ

ろ

瀨せ

庄し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
。
当
時
の
家
の
名
残
を
映
す

納
屋
の
屋
根
裏
に
は
、
古
い
櫓ろ

が
大
切
に

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
昔
、
こ
の
辺
り
か
ら
船
で
藻
川
か
ら

木
山
川
へ
と
下
り
、
川
尻
ま
で
米
な
ど
ば

運
ん
で
い
た
そ
う
で
す
」と
庄
一
さ
ん
が

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
の
こ
と
を
伝

え
る
古
い
櫓
に
は
、
3
つ
の
川
の
合
流
地

点
で
あ
る
こ
の
場
所
が
そ
う
し
た
水
の
恩

て
、
止
ま
る
と
死
ん
で
し
ま
う
マ
グ
ロ
な
ん

で
す
」と
お
ち
ゃ
め
に
笑
い
ま
す
。

「
嫁
は
い
っ
ち
ょ
ん
家
に
は
お
ら
ん
。

ば
っ
て
ん
俺
に
は〝
待
っ
て
る
女
〞が
い

る
も
ん
ね
」と
意
味
深
な
耕
治
さ
ん
の
そ

の
お
相
手
と
は
…
。
集
落
で
可
愛
が
ら
れ

て
い
る
地
域
猫
の「
み
ー
ち
ゃ
ん
」で
す
。

「
毎
日
、
朝
と
夕
方
に
や
っ
て
来
て
ご
は
ん

を
ね
だ
る
と
た
い
。『
今
日
は
来
ん
ね
ぇ
…
』

と
思
う
日
は
他
の
家
で
可
愛
が
ら
れ
と
る
。

ち
ぃ
ー
と
ば
か
り
焼
き
も
ち
焼
く
た
い
ね
」

と
笑
い
ま
す
。

丸
々
と
太
っ
た
み
ー
ち
ゃ
ん
の
穏
や
か

な
表
情
と
毛
並
み
の
良
さ
に
、
新
川
の
人
た

ち
の
愛
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

心
の
交
流
が
薄
く
な
っ
た
せ
ち

が
ら
い
時
代
に
あ
っ
て
、
新
川
集

落
に
は
古
く
か
ら
育
ま
れ
て
き

た
、温
か
い
絆
が
残
っ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
親
戚
の
よ
う
な
も
ん
」

と
言
い
合
え
る
、
そ
の
つ
な
が
り

が
う
ら
や
ま
し
く
思
え
て
。

今
年
1
月
11
日
に
行
わ
れ
た

「
二
十
歳
の
集
い
」。
そ
の
日
新
川

の
皆
さ
ん
は
、
新
成
人
の
松
永
さ

ん
の
愛
孫
娘
の
晴
れ
姿
を
、
目
を

細
め
て
送
り
出
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
日
の
出
会
い
に
、
感
謝
。

そ
ん
な
樹
子
さ
ん
は
多
趣
味
。た
だ
趣
味

と
い
う
に
は
そ
の
域
を
超
え
て
い
る
の
が

習
字
。
経
文
を
つ
づ
っ
た
経
本
な
ど
は
、文

字
の
美
し
さ
に
息
を
の
み
ま
す
。
他
に
も
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
布
小
物
づ
く
り
、
料
理
教
室
な

ど
フ
ル
回
転
で
楽
し
む
樹
子
さ
ん
は「
私
っ

散
歩
の
終
わ
り
に

いつも冷蔵庫に常備している食材が、卵、ジャガイ

モ、タマネギ、ニンジン。買い物をするのがおっくうな

ときは、これらの食材を工夫して2品ほど作ります。

1品はオムレツ。ジャガイモを加

えることで食感もよく、食べ応え

があります。2品目はニンジンのシ

リシリ。手抜きとは思えない出来

映えに家族も納得です。

《オムレツ》　ジャガイモ1個、タマネギ1/2個、卵4個、
牛乳大1、粉チーズとオリーブオイルは適宜、塩こしょう
《シリシリ》　ニンジン1/2本、ツナ(もしくは明太子)適
宜、めんつゆ大1、オリーブオイル

【 材 料 】

【 作 り 方 】

٢ւૣӯ͞Μ�	෱෋

よしかい さ　え

《オムレツ》
①ジャガイモは細切りにして水にさらす。タマネギは
薄くスライスする。
②フライパンにオリーブオイルをひいて❶の材料を
炒め塩こしょうをする。
③ボウルに卵を割り入れ、❷の材料と牛乳、粉チーズ、
塩こしょうを加えて混ぜる。
④フライパンにオリーブオイルをひいて❸を入れてふ
たをし弱火で蒸し焼きにする。一面が焼けたらひっく
り返して裏面も焼いて完成。
《シリシリ》
①ニンジンは薄くスライスして細切りにする。
②フライパンにオリーブオイルをひいて❶を炒めツナ
を入れる。仕上げにめんつゆを加えて炒め合わせる。

ジャガイモのオムレツと
ニンジンのシリシリ

~わが家の台所から~

ࢢຊ۽ࢸ
૜ྖަࠩ఺

൧໺খ

૶઒ށؠ઒

৽઒஍۠৽઒஍۠

����

ηϒϯ
ΠϨϒϯ ������

໦ࢁ઒

൧ాࢁ
ધ໺ࢁ

九
州
自
動
車
道

ӹ৓த

ୈ二
อҭԂ

৽઒

ӈ /樹子さんが書いた経文。
ࠨ /新川の地域猫の「みー
ちゃん」

ӈ /「地下水のおかげで、いろい
ろと助かってる」と言った松本さ
んࠨ。 /集落の真ん中を流れる、
藻川からの用水路

楽しい話を聞かせてくれた廣瀨さん夫婦。左から妻
の樹子さんと耕治さん 自宅入り口にある耕治さんのゴルフ練習場

ᶃ
地
震
前
の
建
物
が
残
っ
た
廣
瀨
庄
一
さ
ん
宅
の

小
屋
。ᶄ
船
で
物
資
を
運
ん
で
い
た
こ
ろ
の
櫓
が
小

屋
の
屋
根
裏
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ᶅ
「
恥
ず
か
し

か
ば
っ
て
ん
」と
言
っ
て
撮
影
に
応
じ
て
く
れ
た
二

人
。
左
か
ら
妻
の
愛あ

い

子こ

さ
ん
と
庄
一
さ
ん

ᶃ

ᶅ

ᶄ

水
運
を
利
用
し
た

時
代
の
証

”待
っ
て
る
女
“

の
正
体
は
︙
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、അ、めん༽、山༽、ಲ（ϛニϒλΛؚΉ）、ࣛ、ڇ水、ڇ

Πϊγγ、 （ܲӊܲࠎ、チϟϘなどΛؚΉ）、アώϧ（アΠガ

モ）、΢ζϥ、Ωジ、μチϣ΢、΄ろ΄ろௗ、ࣣ໘ௗ

ՈசΛ �಄ʢӋʣҎ্ࣂҭ͍ͯ͠Δਓ΁
　ՈசΛ１಄（Ӌ）Ҏ上ࣂҭしているਓは、

Ոச఻છප予๷๏第 12 ৚の 4 にͮجき、

಄（Ӌ）਺ͱӴੜ؅ཧのঢ়گΛ、ຖ೥、ݝ஌

事にใࠂする͜ͱがٛ຿付͚られています。

　͜れまでにใࠂした͜ͱがあるਓには、

定期ใ༷ࣜࠂΛ༣ૹしていますので、ඞཁ

事߲Λهೖしఏग़してください。ใ༷ࣜࠂ

がಧいていないਓは、産ۀৼڵ՝ ೶੓܎

へ࿈བྷΛおئいします。

໰ ݝதԝՈச保健Ӵੜ所

　 ☎ 0964 ‐ 28 ‐ 6021

　 役場産ۀৼڵ՝ ೶੓܎

　 ☎ 286 ‐ 3277

ఆظใࠂ（ 2 月 1 日࣌఺）のఏग़

ର৅Ոச

ఏग़場ॴ　産ۀৼڵ՝ ೶੓܎（役場 2 階 1 番૭ޱ）

ఏग़ݶظ　̎月 13 日（金）

そのଞ　　小ن໛Ոசࣂҭ者※ は、಄（Ӌ）਺のΈใࠂΛおئ

いします。໊ࢯには、ඞず೶場所༗者のお໊前Λ

ごهೖください。

、അは１಄・ڇ水・ڇ※ ・ࣛめん༽・山༽・ಲ・Πϊγγは̒಄ະຬ、 ・ܲアώϧ・

΢ζϥ・Ωジ・΄ろ΄ろௗ・ࣣ໘ௗは 100 Ӌະຬ、μチϣ΢は 10 Ӌະຬ。

ର৅ஂମ ୅ද者の住民ొ࿥が町にあり、福祉׆ಈのৼڵのた

めに町内で׆ಈする団体（ଞに΋一定のཁ݅あり）

ର৅ۀࣄ ϘϥϯςΟア׆ಈΛଅਐする事ۀ／高齢者の保健福

祉Λ૿ਐする事ۀ／োがい者の社会ࢀՃͱཱࣗΛଅ

ਐする事ࣇ／ۀಐ福祉΍母子福祉の޲上Λਤる事ۀ

／ͦのଞ地域福祉Λ૿ਐする事ۀ

ॿ੒金ֹ ・ର৅ܦඅの 4 ෼の 3（上ݶ 50 ສԁ）

　　　　　・ର৅ܦඅが 4 ສԁΛ௒えない事ۀは、3 ສԁΛݶ

౓ͱしてର৅ܦඅの全ֹ　※予ࢉのൣғ内で交付

ྩ࿨ �೥౓஍Ҭ෱ۚجࢱॿ੒ۚのਃ੥ड͚෇͚։࢝
　町では、民間団体΍住民૊৫のࣗओత

な福祉׆ಈなどのৼڵΛਤるため、「地

域福祉ج金ॿ੒金」の交付ਃ੥Λ 2 月 2

日（月）～ 3 月 31 日（火）に受͚付͚ます。

　ཁ݅΍ਃ੥ํ๏などৄしくは、町ホー

ムページで確認するか、福祉՝ 地域福祉

。にお໰い合わͤください܎
໰ 福祉՝ 地域福祉܎

 　☎ 234 ‐ 6113

ʮѨો͘·΋ͱۭߓɾςΫϊपลʯδϣΪϯάϑΣΞɹࢀՃऀืू
։࠵の֓ཁ

日࣌　�月��日（日）

　　　午前 9 時 30 ෼։会

場ॴ ςクϊリαーチύーク内

種໨　3km の部、5km の部

コーε Ճྉࢀ Ճ৆ࢀ

" 4
500 ԁ スΠカ、Φリジφϧ঎඼など

# 3
000 ԁ ϝϩϯ、Φリジφϧ঎඼など

ϑΝϛリー（3 ਓ） 6
500 ԁ スΠカ、ϝϩϯ、Φリジφϧ঎඼など

※ϑΝϛリーίースは１ਓ૿えるごͱに 1
500 ԁ௥Ճ

申込ํ๏ スϙーπΤϯトリーΛར༻し、Πϯλーωット

　　　　　（ӈの二࣍ݩίーυ）かి࿩でਃしࠐΈ

　　　　　☎ 0570 ‐ 039 ‐ 846
　　　　　   （౔・日༵日、ॕ日Λআく午前 10 時～午後 5 時）

そのଞ 。Ճ料Ҏ外に別్Τϯトリーར༻料がかかりますࢀ・

　　　　・ೖ金後のछ໨変更、Ωϟϯηϧはできまͤん。

໰  ジϣΪϯάϑΣア実ߦҕ員会事຿4330 ‐ 287 ☎ 　ہ

͜ど΋୭Ͱ΋௨Ԃ੍౓ʮͻ͜͏͖ʯ
　͜ど΋୭で΋௨Ԃ制౓ͱは、保ҭ所などに௨ͬてい

ない、ੜ後̒カ月から３ࡀະຬのࣇಐΛ、保護者のब

࿑ཁ݅౳Λ໰わず時間୯Ґで、保ҭ所な

どで༬かる制౓です。ར༻のํ࢓は町

ホームページΛご確認ください。

・益城町に住民ථがある

であるࡀ̎～カ月̒ࡀ̌・

（の஀ੜ日の前ʑ日までར༻可能ࡀ３）　

保ҭ事ܕ保ҭ所・༮ஓԂ・認定͜ど΋Ԃ・地域、ࡏݱ・

੶していないࡏ保ҭ施ઃにܕओಋۀا・所ۀ

ର৅児童　※࣍の全てに֘当するࣇಐ

第ߓۭࡾ保ҭԂ（അ水 455 ‐ 1）

月༵日～金༵日（౔・日・ॕ日・೥຤೥࢝Λআく）

午前த（ৄしくはホームページΛごཡください）

ྉ金　1 時間 300 ԁ　　　ఆһ　1 日 2 ਓ

　ͻͱ月あたり 10 時間Λ上ݶに、ඞཁな時間

Λごར༻ください。3 月まではߦࢼ期間のため

。はありまͤんڙ৯΍お΍ͭのఏڅ

ར༻ظ間・࣌間・ྉ金・ఆһ

申込ظ間
　3 月 2 日（月）～ 20 日（金）

ఆһ　1
700 ਓ

※定員になり࣍第、締め切り

ৄしくは
町ホームページ
Λごཡください。

෺ՁߴରԠࢠҭͯԠԉख౰
　෺Ձ高のӨڹΛڧく受͚ている子ҭてੈ

ଳΛࢧԉし、子ど΋たͪの健΍かな੒௕Λ

Ԡԉするため、18 までの（ੜ೥୅ߍ高）ࡀ

子ど΋Λཆҭする保護者などにରし、子ど

΋一ਓ当たり̎ສԁの෺Ձ高ରԠ子ҭてԠ

ԉ手当Λڅࢧします。

　ৄしくは、町ホームページ

Λご確認ください。

Ұൠڅࢧର৅ （ऀ益城町で児童手当の認ఆをड͚ているਓ）
　原ଇ、ਃ੥はෆཁです※。ର৅者Ѽてに「お஌らͤ」Λ༣ૹしま

すので内༰の確認Λおئいします。

※「お஌らͤ」ൃ ૹ後のग़ੜ・཭ࠗはਃ੥がඞཁな場合があります。

ެ務һڅࢧର৅ （ऀॴଐிから児童手当をडڅしているެ務һ）
　所ଐிからのҊ内にैい、３月̎日までに͜ど΋ະདྷ՝૭ޱで

手ଓきΛおئいします。

　ᶄのうͪ 12 月Ҏ߱のग़ੜࣇ෼にͭいては、ग़ੜ日から３カ月

後かྩ࿨̔೥４月 30 日のૣい日付までに手ଓきΛおئいします。

໰ ͜ど΋ະདྷ՝ 子ҭてࢧԉ3117 ‐ 286 ☎　܎

申੥ํ๏

ର৅児童

ᶃྩ࿨̓೥９月෼ࣇಐ手当のڅࢧର৅ࣇಐ

ᶄྩ࿨ 7 ೥ 9 月１日からྩ࿨̔೥ 3 月 31

日までにग़ੜしたࣇಐ
໰ ͜ど΋ະདྷ՝ 保ҭ3117 ‐ 286 ☎ 　܎

ฏ੒ݩ೥౓ݐங
（మےコンΫϦーτ଄、ΤϨϕーターなし）
਺　　1ށ 2）ށ 階）　　間取Γ　３D,

Ո௞　　18
000 ԁ～ 35
400 ԁ

ฏ੒ 2 ೥౓ݐங
（మےコンΫϦーτ଄、ΤϨϕーターなし）
਺　　1ށ 2）ށ 階）　　間取Γ　３D,

Ո௞　　18
300 ԁ～ 35
900 ԁ

ொӦॅ୐ࢢϊஂޙ஍ೖूืऀډ
・ཋ室はスペースのΈ。ཋ૧・෩࿊זΛ各ࣗでߪೖ

・Ո௞はೖډするੈଳのཁ݅΍間औりでܾ定

・ೖډ時ෑ金は当ॳՈ௞の 3 カ月෼

益අは団地会΍࣏ࣗ会で௃ऩڞ・

・ॏෳਃしࠐΈෆ可

申込書配෍・申し込みड付ظ間
　2 月 2 日（月）～ 20 日（金）のฏ日午前 8 時 30 ෼～午後 5 時

申込書配෍場ॴ・申込ઌ　益城町Ӧ住୐؅ཧηϯλー

※ೖډ資֨などৄしくは町ホームページΛごཡください。໰ 益城町Ӧ住୐؅ཧηϯλー　☎ 285 ‐ 7850

ϗームϖーδ

場ॴࢪ࣮
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ຽ೥ۚୈࠃྉ໔আʢݥຽ೥ۚอࠃのޙ࢈લ࢈ �߸ඃอऀݥʣ
　࣍ੈ୅ҭ੒ࢧԉのため、国民೥金第 1 ߸ඃ保険者※がग़産

した場合、産前産後の国民೥金保険料が一定期間໔আされます。
ຽ೥ۚୈࠃ˞ �߸ඃอऀݥͱは、ࠃ಺にॅΉ �� Ҏ্ࡀ �� ະຬͷࣗࡀ
Ӧऀۀ、೶ۀɾऀۀړ、ֶ ੜ、ແ৬ͷਓͱͦͷ഑ۮ ʢऀްੜ೥ۚඃอऀݥ、
૊߹ͳͲͷՃೖऀ、ୈࡁڞ �߸ඃอऀݥΛআくʣ

ର৅ 国民೥金第 1 ߸ඃ保険者でฏ੒ 31 ೥ 2 月 1 日Ҏ߱に

ग़産したਓ（೚ҙՃೖඃ保険者はআく）

間ظ 生まれͨ子Ͳも͕
　　　̍ਓの場߹ ग़産（予定月）の前月から 4 カ月間

　　　ෳ਺の場߹　ग़産（予定月）の 3 カ月前から 6 カ月間

಺༰　・໔আ期間΋保険料Λೲ付した΋のͱして、࿝齢ૅج

೥金の受ֹڅに൓ө

　　　・産前産後期間で΋付Ճ保険料がೲ付可（月ֹ 400 ԁ）

　　　・໔আ期間の保険料Λ前ೲしている場合、全ֹฦ金

ಧ͚ग़にͭいて

　ϚΠφϙーλϧからి子

ਃ੥΋可能です。

ಧ͚ग़できるظ間
　ग़産予定日の 6 カ月前から

　※଎΍かにಧ͚ग़てください。

ඞཁなもの
　・དྷி者のຊਓ確認ॻྨ

　　（໔ূڐ・ϚΠφϯόーカーυなど）

　・ग़産予定日が確認できるॻྨ

　　（母子健康手帳など）
໰ 健康保険՝ 保険೥金܎　 ☎ 286 ‐ 3113

☎  　　　ຊ౦೥金事຿所۽ 　 367 ‐ 2503

　࣍の施ઃ・事ۀのうͪ、ແঈ化のର৅である͜ͱΛ施ઃ

の所ࡏ地の࣏ࣗ体が確認した΋の。

認可外保ҭ施ઃ／一時༬かり事ۀ／පࣇ・ප後ࣇ保ҭ事ۀ

／ϑΝϛリー・αϙート・ηϯλー事ۀ

　༮ڭࣇҭ・保ҭのແঈ化にΑり、認可外保ҭ

施ઃなどのར༻料が上ֹݶまでແঈͱなります。

　ແঈ化のର৅ͱなるためには、町から事前に

「施ઃ౳ར༻څ付認定」Λ受͚るඞཁがあります。

認定։࢝日は、ਃ੥ॻ受ཧ日Αり前にさかの΅

る͜ͱができまͤんので、ご஫ҙください。

　ྩ࿨ 8 ೥ 4 月から認可外保ҭ施ઃなどのར

༻Λ։࢝するਓは、3 月 16 日（月）までに͜ど

΋ະདྷ՝（役場 1 階 8 番૭ޱ）

へਃ੥Λおئいします。

　ৄしくは、町ホームページΛ

ごཡください。

໰ ͜ど΋ະདྷ՝ 保ҭ3117 ‐ 286 ☎ 　܎

ʲೝՄ֎อҭࢪઃなどのར༻༧ఆऀ΁ʳ༮ڭࣇҭɾอҭແঈԽʹ൐͏खଓ͖
ର৅となるࢪઃ・ۀࣄ

ແঈԽのର৅ऀと上ֹݶ

子の೥ྸ 認ఆのཁ݅ 上ݶ （ֹ月ֹ）

3～5 ࣇࡀ
クϥス

ɾ保ҭのඞཁੑがある
ɾ認可保ҭ所、認定͜

ど΋Ԃ、地域ܕ保ҭ
事ۀ、༮ஓԂ、ۀا
ओಋܕ保ҭ事ۀΛར
していない（Ԃࡏ）༺

ー 37
000 ԁ

0～2 ࣇࡀ
クϥス

町ଜ民税ࢢ
ඇ՝税ੈଳ

42
000 ԁ

৽ڭҭҕһΛ঺հ͠·͢
ҭに関するॏཁڭҭҕ員は、町のڭ　

なํ਑΍ֶߍӡӦの事߲Λ࿩し合い、

ܾ定にܞわる役৬です。子ど΋たͪが

҆৺してֶ΂るͮڥ؀くりのため、地

域のڭҭΛࢧえる役ׂΛ୲ͬています。
໰ ֶڭߍҭ՝ ֶڭߍҭ܎

　 ☎ 286 ‐ 3307

৽ڭҭҕ員　౻
ふ͡

Ԭ
おか

୎
たく

༤
お

さんから一ݴ

　教育委員会の皆さんはもとより、
教育に携わる全ての皆さんと一緒に
頑張ろうと思います。
　どうぞよろしくお願いします。

「
教
育
」は「
人
づ
く
り
」。
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
礎

ӹ
৓
ொ
教
ҭ
௕

৴
ᅳ
ຬ
ಙ

信の
ぶ

國く
に

満み
つ

徳の
り

教
育
長
、
就
任

12
月
16
日
に
開
か
れ
た
第
４
回
町
議
会
で
、
新
た
な
教
育
長

に
信
國
満
徳
さ
ん
を
選
任
す
る
議
案
が
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
、

信
國
さ
ん
は
１
月
５
日
に
教
育
長
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

ত࿨37೥10月ੜまれ。ࣛࣇ島େ

ֶଔ。ত࿨61೥、小ֶڭߍ員ͱ

してڭ৬にबき、Ҏ߱、௡৿小ڭ

಄、上益城ڭҭ事຿所ࢦಋओ事、

広҆小ߍ௕などΛྺ೚。町ڭҭҕ

員会ֶڭߍҭ՝՝௕ิ佐Λܦて、

ྩ࿨8೥1月、ڭҭ௕にब೚。

ʲུྺʳ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

熊
本
地
震
か
ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
、
本
町

が
創
造
的
復
興
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
こ
の
重
要
な

時
期
に
、
益
城
町
の
教
育
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

教
育
行
政
を
担
う
そ
の
職
責
の
重
大
さ
に
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

私
は
、
小
学
校
教
員
と
し
て
37
年
間
勤
務
し
、

そ
の
間
、
熊
本
県
教
育
庁
や
上
益
城
教
育
事
務

所
で
教
育
行
政
を
経
験
す
る
と
と
も
に
、
熊
本

県
立
大
学
大
学
院
に
て
学
び
を
深
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
や
知
識
を
総
動
員
し
、

職
務
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
教
育
」は「
人
づ
く
り
」で
あ
り
、
未
来
の
ま

ち
づ
く
り
の
礎
で
す
。
本
町
の
教
育
は
、
学
校

や
行
政
の
み
な
ら
ず
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
や
地

域
の
皆
さ
ま
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
尽
力
に
よ
っ
て
推

し
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
と
深
く
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
歩
み
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
本

町
教
育
大
綱
に
掲
げ
る
教
育
理
念「
一
人
一
人
が

輝
き
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
益
城
の
人
づ
く

り
」の
実
現
に
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ΉしΌΜΑ͔！ɹӹ৓ͷ෩にͳΕ
ୈ�ճӹ৓ެ認ϩーυレースେձ

　町ͱʢҰ財ʣ熊本཮上ڠٕڝձ͕ओ͢࠵Δୈ 5 ճ益城
ެೝϩードレースେձ͕ 12 ݄ 27 ೔ɺ町཮上ٕڝ৔Λ
スλーτɾϑΟχογϡͱ͢ΔίースͰ։͞࠵Ε·ͨ͠ɻ
શ̔छ໨ͷٕڝʹର͠ɺ685 ਓ͕ग़৔ɻൈ͚ΔΑ͏ͳ੨
ۭͷதɺ೤͍ઓ͍Λ܁Γ広͛·ͨ͠ɻ
　Ұൠஉࢠͷ෦ʹ͸ɺ熊本城ϚϥιϯͰ̐౓ͷ༏উΛՌ
͍ͨͯ͠Δݹ

;Δ

઒
͔Θ

େ
ͻΖ

ߊ
͖͋

͞Μ͕ট଴ऀٕڝͱͯ͠ग़৔ɻߍߴ
உࢠͷ෦ͷ園

ͦͷ

໦
͖

ԑ
͑ʹ͠

બखͱ 10km ͷίースͰɺޙ࠷·ͰҰ
ਐҰୀͷσοドώーτΛల։͠·ͨ͠ɻ ઒બ手ͱ᷁Ԃ木બ手ݹಓ高৿ઢΛ࣬૸する᷀ݝຊ۽

　 サ イ ン 色 紙、 サ イ ン 入 り ユ ニ

フォーム、サイン入りシューズを

それぞれ１人にプレゼントします。

応募期限　2 月 25 日（水）必着

応募方法 はがきに氏名、住所、電話番号、広

報紙への意見・感想、「サッカー選

手プレゼント希望」と記入し郵送す

るか、申し込みフォームで応募

▶応募は 1 世帯 1 回までとします。

▶�応募多数の場合は抽選とし、当選者発表は賞

品の発送をもってかえさせていただきます。

問い合わせ・応募先　〒 861-2295

益城町役場企画財政課 広報係　☎ 286 - 3223

松ま
つ

田だ

天て
ん

馬ま

̎
̌
̎
̑
γ
ồ
ζ
ϯ
の
໌
࣏
҆
ా
̟
Ϧ
ồ
άớ
̟
̍
Ờで
ܹ

し
い
༏
উ
૪
い
を
ԋ
じ
た
ദ
Ϩ
Π
ι
ϧớ
̎
Ґ
Ờと
ژ
౎
α

ϯ
Ψ
̛
⁒̘
⁒ớ
̏
Ґ
Ờ。
྆
ν
ồ
Ϝ
で
ฃ
ಆ
す
Δ
ӹ
৓
ொ
ग़

਎
の
̎
બ
ख
に
ỏ前
γ
ồ
ζ
ϯ
の
ৼ
Γ
ฦ
Γ
と
ỏα
ỽ
Χ
ồ

に
ݒ
͚
Δ
ࢥ
い
を
ฉ
͖
ま
し
た
。

―
益
城
町
の
若
い
選
手
に
伝
え
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

松
田

他
の
選
手
の
プ
レ
ー
を
よ

く
見
て
学
ぶ
こ
と
で
す
。
僕
も
兄

の
プ
レ
ー
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
あ
と
は
、
根

性
で
す
ね
！

野
田

僕
は
今
で
も
純
粋
に
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
ん
で
プ
レ
ー
し
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
に

も
ま
ず
は
心
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
熊
本
地
震

か
ら
の
復
興
を
進
め
る
益
城
町
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
環
境
と
し
て
と

て
も
整
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
か
ら
、
僕

や
天
馬
君
を
超
え
る
よ
う
な
選
手

が
次
々
と
現
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

野の

田だ

裕ひ
ろ

喜き

２人からの
読者プレゼント

໺田༟تબ手（ࣸਅ �,"4)I8" RE:4OL） দ田ఱഅબ手（ࣸਅ �,:OTO.1.4.）

松
田

出
場
試
合
数
に
は
ま
だ
満

足
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
個
人
の

プ
レ
ー
に
は
確
か
な
手
応
え
を
感

じ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
と
し
て
も
非

常
に
良
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で

き
、
充
実
し
た
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
。

野
田

前
シ
ー
ズ
ン
は
出
場
機
会

が
少
な
く
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
が
、
好
成
績
を
収
め
た
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
過
ご
せ
た
こ
と
は
、

非
常
に
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

来
季
は
自
身
の
活
躍
で
チ
ー
ム
を

優
勝
に
導
き
た
い
で
す
。

松
田

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．所
属
、

Ｍミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ーＦ
の
松
田
天
馬
で
す
。

野
田

柏
レ
イ
ソ
ル
所
属
、
Ｃセ

ン
タ
ー
バ
ッ
クＢ

の
野
田
裕
喜
で
す
。

―
選
手
と
し
て
の
特
徴
と
、
プ

レ
ー
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

松
田

持
ち
味
は
運
動
量
。
ピ
ッ

チ
を
縦
横
無
尽
に
走
り
回
り
、
攻

守
に
わ
た
っ
て
貢
献
し
続
け
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
一
秒
で

も
多
く
テ
レ
ビ
に
映
り
た
い
の
で

（
笑
）。ま
た
、司
令
塔
と
し
て
チ
ー

ム
を
先
導
し
、
ピ
ッ
チ
上
で
は
士

気
を
高
め
る
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

野
田

力
強
い
守
備
は
も
ち
ろ

ん
、
自
分
の
パ
ス
が
攻
撃
の
起
点

と
な
る
よ
う
な
プ
レ
ー
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
僕
は
身
長
１
８
０
㌢

と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
と
し
て
は
大

柄
で
は
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
も
武
器

で
は
な
い
。
そ
の
分
、
状
況
判
断

や
予
測
と
い
っ
た
、
頭
脳
的
な
プ

レ
ー
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

―
昨
年
の
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
た
か
。

େߕͷ੟ਓɾࢤլ఩ଠ࿠にؔ࿈しͨτϐοΫ

լ఩ଠ࿠ͷޭ੷͕ະདྷ΁ͱͭͳ͕Δࢤ

（ࣸਅ上）ݦজঢ়Λ受͚औͬた᷀ᖒ田さん（ࠨ下）௡৿小のतۀΛ
௕۠ݯ金إಐたͪにあいさͭするࣇ。察したେ甲۠๚໰団ࢹ

（ӈ下）ࢤլ఩ଠ࿠ݦজൾに๚໰団全員でݙ花Λͬߦた

　୆࿷ͷڭҭʹਚྗ͠ɺ本町ͱ୆࿷ɾ୆தࢢେ۠ߕͱͷ
༑ྲྀަ޷ͷૅΛங͍ͨࢤլ఩ଠ࿠͕ɺ͜ͷͨͼ熊本県ۙ
୅จԽޭ࿑ऀͱͯ͠ݦজ͞Εɺ11 ݄ 27 ೔ʹ県ிͰݦ
জ͕ࣜ行ΘΕ·ͨ͠ɻ͜ͷ৆͸県಺Ͱ࠷΋࢙ྺ͍ݹͱݖ
ҖΛ࣋ͭݦজ੍౓Ͱɺڭҭ΍ֶज़ɺܳज़ͳͲɺจԽͷ発
లʹݦஶͳޭ੷ͷ͋ͬͨݸਓɾஂମʹଃΒΕ·͢ɻ
լ఩ଠ࿠ͷ਌଒Ͱ͋Δᖒࢤজࣜʹ͸ɺݦ　

͞Θ

ా
ͩ

׮
ͻΖ

ࢫ
͠

͞Μ͕
ग़੮͠ɺ୅දͱͯ͠ݦজঢ়ͱه೦඼Λड͚औΓ·ͨ͠ɻ
　·ͨɺࢤլ఩ଠ࿠ͷੜ஀ 160 प೥Λه೦͠ɺドΩϡ
メϯλϦードϥϚͷ੍࡞΍γϯϙδ΢Ϝͷ։࠵ͱ͍ͬͨ
΋行ΘΕ͍ͯ·͢ɻͦۀࣄ ͷҰ؀ͱͯ͠ 1 ݄ 14 ೔ɺ୆࿷ɾ
୆தࢢେ۠ߕͷ๚໰ஂ͕益城町Λ๚Ε·ͨ͠ɻ
　๚໰ஂ͸ɺେ۠ߕͷࣇಐͱΦϯϥΠϯަྲྀΛ行͏௡৿
খΛޙͨ͠࡯ࢹɺֶߍͷۙ͘ͷࢤլ఩ଠ࿠ه೦ެ園ʹઃ
ஔ͞ΕͨݦজൾʹՖΛख͚޲·ͨ͠ɻ
　ͦͷޙɺ町໾৔Λ๚Εͨ๚໰ஂ͸ɺ町৬һͱͷҙަݟ
͓ʹͳͲ͞·͟·ͳ෼野ࡂҭɾจԽɾ๷ڭձΛ行͍ɺ׵
͍ͯɺަྲྀΛਂΊΔ͜ͱΛ֬ೝ͠߹͍·ͨ͠ɻ
　େ۠ߕͷ۠ݯۚإ௕͸ɺʮ͜Ε͸୯ͳΔަྲྀʹͱͲ·
ΒͣɺࠃΛ௒͑ɺ৺ͱ৺Λ݁ͿػձʹͳΔͱ֬৴͍ͯ͠
·͢ɻޙࠓ΋༑৘ؔ係ΛਂΊɺڞʹาΜͰ͍͖͍ͨͰ͢ʯ
ͱɺ͞ΒͳΔަྲྀ΁ͷظ଴ΛޠΓ·ͨ͠ɻ
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๷ߦࡂ੓ແઢ ๷ߦࡂ੓ແઢで์ૹされた内༰がి࿩で確認できます。
ࣗಈԠ౴ి࿩ɹὸ ��������

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、

携
帯
扇
風
機
な
ど
の
小
型
家
電
に
広
く
使
用
さ

れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
現
代
社
会
に

欠
か
せ
な
い
便
利
な
存
在
で
す
。
し
か
し
一
方

で
、
そ
の
電
池
を
原
因
と
す
る
発
火
事
故
が
増

加
し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
安
全
に
使
お
う

・
安
価
な
製
品
は
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
純
正
品
や
、
安
全

基
準
を
満
た
し
た
証
で
あ
る
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク

が
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
強
い
衝
撃
や
圧
力
が
加
わ
る
と
、
内
部
が
損

傷
し
発
火
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
落
下
さ
せ

た
り
、
カ
バ
ン
の
中
で
他
の
荷
物
に
圧
迫
さ

れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
高
温
に
な
る
場
所
や
直
射
日
光
下
で
の
使
用
・

保
管
は
、
電
池
の
劣
化
や
膨
張
、
発
火
を
引

き
起
こ
す
危
険
な
行
為
で
す
。
特
に
車
内
に

は
絶
対
に
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

益
城
西
原
消
防
署

☎
２
８
６
︲
２
１
１
９

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
火
災
に
注
意

令和 7 年
町内の火災等発生状況

ൃ生۠෼ 12 月த ܭྦྷ

火ࡂ

෺ݐ 1 7

ं྆ 0 2

ྛ໺ 0 0

ͦのଞ 0 2

ռग़ಈܯ 4 25

ग़ಈٸٹ 177 1
820

ॿग़ಈٹ 4 13

◆
防
火
と
救
急

໰

令和 7 年 町内の
事故・事件の発生状況

ࡑ൜・ނࣄ
۠෼ 12 月த ܭྦྷ

ਓ਎事ނ 6 61

෺ଛ事ނ 90 955

ۭ  き  ૥ 0 2

ࣗൢ機ૂい 0 0

ສ  Ҿ  き 1 14

ΦートόΠ౪ 0 0

ࣗసं౪ 2 6

ं上ૂい 0 2

◆
か
し
こ
い
消
費
者

「
自
分
は
大
丈
夫
」。そ
う
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

し
か
し
、
実
際
に
は
年
齢
や
性
別
を
問

わ
ず
詐
欺
に
関
す
る
相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

■
巧
妙
化
す
る
最
新
の
詐
欺
手
口

・
警
察
官
な
ど
を
か
た
る
詐
欺
‥
若
者
に
も
被

害
が
拡
大
中
。

・
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
‥
動
画
配
信
サ
イ
ト

の
広
告
、
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

悪
用
し
た
手
口
が
急
増
中
。

・
サ
ポ
ー
ト
・
副
業
詐
欺
‥
「
稼
ぎ
方
を
教
え

ま
す
」と
い
っ
た
う
た
い
文
句
で
誘
う
、オ
ン

ラ
イ
ン
上
の
手
口
が
主
流
。

■
詐
欺
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
対
策

・「+

」か
ら
始
ま
る
番
号
や
、
非
通
知
設
定
の

電
話
に
は
出
な
い
。

・
メ
ー
ル
は
送
信
元
の
ア
ド
レ
ス
を
確
認
す
る
。

・「
還
付
金
が
あ
る
」、「
必
ず
も

う
か
る
」と
い
っ
た
お
金
の
話

が
出
た
ら
、
詐
欺
と
疑
う
。

・
個
人
情
報
は
安
易
に
教
え
な
い
。

「
私
は
詐
欺
に
は
引
っ
か
か
ら
な
い
」

御
船
警
察
署

☎
２
８
２ʖ

１
１
１
０

消
費
生
活
相
談
室
㊊

☎
２
８
６ʖ

３
２
１
０

໰

は
絶
対
に
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

人権についての電話による相談窓口 (平日のみ )

●いじめについて
益城町い͡めి࿩相談　☎ 286‐1770
●さまざまな人権問題
益城町福祉՝ਓݖର܎ࡦ　☎ 289‐1400

ಉ࿨໰୊、োがい者・ঁ ・ੑ子ど΋のਓݖ໰୊、
ਓݖに関する๏཯相談など、各छਓݖに関す
る相談૭ޱは、町ホームページ「ਓݖにͭい
てのి࿩にΑる相談૭ޱ」Λご確認ください。

Vol.537 「無意識の思い込み」

ずは、次の話を読
んでみてください。

　෕਌とそのଉ子͕、交௨ނࣄにૺいましͨ。
෕਌は、ٸٹൖૹதにଉをҾき取Γ、ଉ子は、
ҙࣝෆ明のॏମでٸٹපӃ΁とӡばれます。そ
こにいͨ֎Պ医は、ӡͼ込まれͨগ೥をݟてࢥ
Θͣڣͼましͨ。ʮこの子はࢲのଉ子だʯ
　この話を読んで、皆さんはどう思われたでしょ
うか。私は、「父親は亡くなったはずなのに、外
科医は誰だろう」と疑問に思いました。もちろん、
外科医が母親だと考えれば、何も不思議な話で
はありません。しかし私には、「外科医は男性で
ある」という無意識の思い込みがあったのです。
　私たちは何かを見聞きしたときに、過去の経
験や習慣から、無意識に「こうに違いない」と思
い込むことがあります。私が「外科医＝男性」と

ま 考えたことは、まさにその一例です。「歯科衛生
士」や「建築士」と聞けばどうでしょう。性別を問
わず誰もが就ける職業だと分かっていても、無
意識のうちに特定の性別をイメージしてしまい
がちではないでしょうか。
　これは、「無意識の思い込み」と呼ばれるもの
で、時として決めつけや偏見につながります。
そして、本人に悪意はなくとも、相手を不快に
させたり、差別を助長したりすることにもなり
かねません。
　性別と職業に限らず、こうした「無意識の思い
込み」は、私たち誰もがもっているものです。こ
の思い込みが無意識であるがゆえに、自分で気
づくことが難しく、コントロールすることも容
易ではありません。まずは、私たちがその自覚
を持つことが重要ではないでしょうか。

౤ߘはᶃࢯ （໊ペϯωームの場合はふりがな΋）ᶄ住所ᶅి࿩番߸ᶆ࡞඼Λ໌هし、 ϝーϧ（mashiki890@gmaiM.Dom）、はがきで役場広ใ܎にૹͬてください。締切はຖ月 10 日（ඞண）。

短
歌

小
春

選

俳
句
川
柳

益城の文芸
大
柄
な
羽
根
を
た
た
み
て
青あ

お
鷺さ

ぎ
は
首
ぐ
っ
と
伸
ば

し
杭
に
釘
づ
け　
　
　

安
永

守も
り
住ず

み

孝た
か
子こ

あ
ら
た
ま
の
年
の
は
じ
め
の
空
た
か
く
真
白
き

雲
に
鶴
ゆ
う
ゆ
う
と　
　
木
山

赤あ
か

城ぎ

香か

織お
り

初は
つ

春は
る

に
家
族
で
賑に

ぎ
わ
う
心
地
良
さ
静
け
さ
戻
る

穏
や
か
な
日
　々
　
　
　
広
崎

日ひ

野の

ヒ
ロ
子こ

冬
至
か
ら
米
一
粒
の
長
き
時と

間き

先
人
の
声
現い

今ま

に
も
続
く　
　
　
　
　
　
馬
水

増ま
す
田だ

訓く
に
子こ

た
ら
ち
ね
の
母
を
偲し

の
び
て
七
回
忌
思
い
出
話
に

花
咲
く
今こ

宵よ
い
は　
　
　
　
木
山

本ほ
ん
田だ

龍り
ゅ
う

子こ

手
作
り
で
飾
る
門
松
元
旦
に
新
た
な
希
望
福
を

よ
び
込
む　
　
　
　
　
　
広
崎

大お
お
原は

ら　
　
郁い

く

あ
ら
た
ま
の
年
に
手
を
合
わ
す
願
い
ご
と
世
界

平
和
と
家
族
の
健
康　
　
惣
領

清し
み

水ず　
　
宏ひ

ろ
し

燥は
し
ゃ

ぐ
子
等ら

祖
母
の
一
声
駆
け
て
来
る
歳
の
瀬
の

庭
は
不ふ

揃ぞ
ろ

い
の
餅　
　
　
惣
領

甲か

斐い

道み
ち

夫お

カ
サ
カ
サ
と
落
ち
葉
の
路み

ち
で
見
上
げ
れ
ば
青
空
の

中
セ
ン
ダ
ン
の
実
が
な
る

馬
水

篠し
の
原は

ら

晴は
る
美み

夕
暮
れ
に
ネ
オ
ン
目
指
し
て
急
ぎ
足
疲
れ
も
い

や
す
マ
マ
の
頬ほ
ほ
笑え

み　
　
馬
水

増ま
す
岡お

か

伸の
ぶ

ラ
デ
ツ
キ
ー
家
族
で
揃そ

ろ
え
し
手
拍
子
を
ひ
と
り
の

部
屋
に
響
か
せ
に
け
り

惣
領

末す
え
武た

け

侑ゆ
う
子こ よ

し

山さ
ざ
ん
か

茶
花
の
盛
る
屋
敷
や
誰
も
ゐ
ず

古
閑

今い
ま

村む
ら

恒こ
う

心し
ん

水
道
に
手
ぬ
ぐ
い
巻
く
も
冬
支
度

惣
領

阪さ
か

口ぐ
ち

由ゆ

美み

子こ

霜
を
踏
む
朝
の
散
歩
の
た
は
む
れ
に

惣
領

野の

宮み
や

逸い
つ
吉よ

し

七
回
忌
迎
ふ
る
夫
や
明あ

け
の
雪福

富

井い

手で

悅え
つ

子こ

八や

十そ

路じ

前
年
初
の
決
意
お
だ
や
か
な
れ

広
崎

大お
お

原は
ら　

　
郁い

く

初は
つ

笑わ
ら
い

孫
が
真ま

似ね

す
る
ど
つ
こ
い
し
ょ

馬
水

増ま
す
田だ

訓く
に
子こ

艶な
ま
め
か
し
落お

ち
葉ば

を
尽
く
す
百さ

る
す
べ
り

日
紅

惣
領

冨と
み
田た

信の
ぶ
子こ

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
娘
親
子
も
名
乗
り
上
ぐ

木
山

本ほ
ん
田だ

龍り
ゅ
う

子こ

懲こ

り
も
せ
ず
十
億
円
の
夢
を
追
う

馬
水

増ま
す

岡お
か

伸の
ぶ

今
年
こ
そ
三
社
巡
ら
む
初
詣惣

領
野の

の々

口ぐ
ち

ト
ミ
子こ

夢ゆ
め
始は

じ
め

明
治
天
皇
会
い
に
来
る安

永

福ふ
く

山や
ま

友と
も

子こよ
し
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MINATERAS ☎287-8411 図書館 ☎243-5115
開館：火・木～日曜日 午前10時～午後6時
　　　水曜日 午後0時～8時
休館：月曜日（祝日の場合は翌日）、毎月第3金曜日交流情報センターミナテラス（図書館）

KATARU
地域共生センター カタル

☎237-8822
開館：午前9時～午後10時 
休館：月曜日（祝日の場合は翌日）

う
ぐ

ちゃんのつぶ

や
き

畑で使える！有機資材とことん活用術
竹、草、籾殻、米ぬか、落ち葉ほか
࿨ాٛ໻ʗஶɹࢁͱܢ୩ࣾ

஛、 ૲、 མ ͪ ༿、 ໮
΋Έ

֪
がら

な ど、
一ൠతにはॲཧ΍؅ཧにࠔる
΍ͬかい者が໺ͮࡊくりでେ
׆ ༂ʂ　 ೖ 手 か ら ׆ ༻ ま で、
ࣸਅͱΠϥストでపఈղઆ。

ナズナのたんけん
ぼくの自然観察記

別 「໊ペϯペϯάα」ͱ΋
͹れるय़のࣣ૲の一ͭݺ
φζφ。ͱて΋਎ۙな໺૲
Λ؍察したり、λωから
ҭてたり、৯΂たり。φ
ζφのັྗΛ៛ີなΠϥ
ストͱࣸਅで঺介します。

͓く΍·ͻさしʗஶɹগ೥ࣸਅ新ฉࣾ

かえる生活
Α͏͜ʗஶɹே೔新ฉग़൛܈

஡ಓ、ఉの手ೖれ、Ϛスカϥ、
スΠカήーム、スϚホのങい
ସえ、஌らないిं。ຖ日গ
し ず ͭ ੜ ׆ Λ 変 え て い く ʵ。

「小さな৽しい௅ઓ」Λࣗ෼΋
ָしΈたくなるΤッηΠ集。

２月1日（日）から21日（土）

まで、「蔵書点検」のために図

書館をお休みするよ。休館中

の本の返却はセンター入り

口横のポストを利用してね。

●新着図書案内　 この他にも、公式ホームページ（二次元コード）では毎週おすすめの図書を紹介しています。

‖࣌間
・第１部　午後１時～

「ΤϯσΟϯάϊート」
・第̎部　午後３時～
　「相ଓͱ૪଒のはなし」
Ճແྉࢀ‖
田ੜ໋࣏҆໌　ࢣߨ‖
‖ఆһ　各 30 ਓ（ઌண）

　ΑりΑくੜきるためのܭըͱ、େ切なਓへの確か
な४උ。あなたのະདྷͱごՈ଒のために、ࢲたͪͱ
一ॹにߟえてΈまͤんかʁ

、৘ΛಡΈղきײ༿΍ද৘、し͙さから相手のݴ　
৺にಧくίϛϡニέーγϣϯٕज़Λֶͼます。

傾聴学び講座

‖࣌間　午前 10 時～ 11 時൒
Ճແྉࢀ‖
ௌϘϥϯςΟアましき܏　ࢣߨ‖
‖ఆһ　各 15 ਓ（ઌண）

‖࣌間　午前 10 時～ਖ਼午
Ճແྉࢀ‖
益城町社会福祉協議会　ࢣߨ‖
‖ఆһ　20 ਓ（ઌண）

2/7
（土）

エンディングノート
＆相続講座

2/14（土）　 
2/15（日）

認知症サポーター
養成講座

2/21
（土）

☎286-1511
開館：午前9時～午後10時
休館：月曜日（祝日の場合は翌日）

☎284-1711
開館：午前9時～午後10時
休館：月曜日（祝日の場合は翌日）

NIJI-IROHALL
復興まちづくりセンターにじいろ町文化会館

台湾のお正月

�ɹӹ৓ொͷ༑ྲྀަ޷౎ࢢで͋Δʮ୆࿷୆தࢢେ۠ߕʯΛத৺
に、୆࿷ͷ฻らし΍จԽ、श׳ͳͲ、୆࿷ͷࠓΛ͓ಧ͚し·͢。

　4 月 14 日に։࠵予定の「۽ຊ地਒ 4.14 のͭどい」
に͚޲て、当日に࢖༻する஛౮᝷Λ制࡞するϫー
クγϣップのࢀՃ者Λื集します。

　ॊらかなϰΝΠΦリϯͱϐアϊのԻ৭が৫りな
す、य़の๚れΛ͡ײるίϯαート。午後のͻͱͱき、
৺ΏくまでԻָにਁͬてΈまͤんか。

‖։ԋ
午後１時 30 ෼

‖ग़ԋऀ
ࣲ田ܙಸ（ϰΝΠΦリϯ）

　原田๎ （߳ϐアϊ）
‖ೖ場ແྉ
※ి࿩にΑる事前ਃしࠐΈが

ඞཁ（ઌண 50 ਓ）

　日本のお正月が過ぎ、日常が戻ってきた頃、お隣の
台湾では一年で最もにぎやかな季節が始まります。
　それが「春節」、旧暦のお正月です。中華圏ではこの
時期に大型連休を迎え、家族で新年を祝います。台湾
にとっても、春節は最も大切な祝祭。旧暦を基にする
ため日程は毎年変わりますが、例年 1 月下旬から 2 月
中旬にかけて、大みそかにあたる「除夕」から約 1 週間
の祝賀ムードに包まれます。
　台湾でも日本と同じ十

じゅう

二
に

支
し

を用いており、今年の干
支は「午

うま

」。大みそかには家族で鍋を囲み、元旦には「紅
包」と呼ばれるお年玉を渡すなど、過ごし方もどこか日
本の風景と重なります。
　もちろん、春節ならではの魅力も満載です。各地で
ランタンフェスティバルをはじめとする華やかなイベ
ントが催され、街全体が熱気に満ちあふれます。台湾
のパワフルな新年を、ぜひ一度体験してみてはいかが
でしょうか。

य़અにఏ౮Λ౮すจ化がある୆࿷。「୆࿷ϥϯλϯϑΣスςΟόϧ」
は、ੈքதからଟくの٬ޫ؍が๚れるݱ地࠷େن໛のޫのࡇయ

ホワイエ
アフタヌーンコンサート

3/13
（金）

‖ ։࣌࠵間
　　午前 9 時 30 ෼～ 

‖ఆһɿ30 ਓ
Ճແྉࢀ‖

　※二࣍ݩίーυからਃしࠐ

んでください

。Έは全て、։館時間内にカλϧにおి࿩くださいࠐのਃし࠲ߨ※

3/28
（土）

熊本地震 4.14 のつどい
竹灯籠制作ワークショップ
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投稿されたご意見・ご感想の一部を紹介します（敬称略）。匿名
を希望する場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペ
ンネームでもＯＫです。また、イラストも募集しています。

お祭りでバカ殿様にお会いして、それ以来会
場近くを通ると子どもが、「お殿様いたねぇ」
と言ってずっと覚えています。今年も元気な
バカ殿様に会えるのを楽しみにしています。 　　　　　　　　　　　　   

P.N　エミリー

がまだしもんが面白かったです。益城町大好き
です。　　　　　　　　　　 広崎　日

ひ

髙
だか

あさひ

先 月、 カ タ ル の「 ま し き で シ ネ マ 」で 映 画 デ
ビューした娘。親子でアンパンマンの映画を見
るのは初めてでしたが、娘が興味津々でずっと
見ていました。また開催してほしいです！

P.N　ドーナツ

（福富）
福
ふく

島
しま

惺
しょう

くん

　 う ち の 推 し メ ン ♡　
毎日カワイイがとまら
ないっ！　家族みんな
この笑顔にメロメロ〜
♡

直
なお

さんパパ 智
とも

世
よ

さんママ

（木崎）
森
もり

崎
さき

羽
は

柚
ゆ

音
ね

ちゃん

癒やしの末っ子。生ま
れてきてくれてありがと
う♡

真
しん

吾
ご

さんパパ 早
さ

希
き

さんママ

パーティーレシピの特集、楽しく読ませていた
だきました。年末年始の集まりでさっそく作り
ます♪　また、ジョギングフェアに参加した時
に、バカ殿様に元気をもらったことを思い出し
ました。これからも元気に走り続けてください！

P.N　りょーま

明けましておめでとうございます。令和 8 年の
スタート。今年も益城町の隅から隅まで取材に
出かけて、たくさんの情報を発信してください
ね。楽しみにしています！   P.N　だるまちゃん

Mashiki Photography の投稿写真は先月号も
すてきでした！　特にコールドムーンが体育館
の頂点に重なっているのは、タイミングがす
ごいと思いました。こんな風に月を撮ってみた
い！　　　　　　　　　　　   P.N　あーちゃん

①赤ちゃんの写真 ②赤ちゃんとパパ、ママの氏
名 ③住所 ④連絡先 ⑤メッセージ（45 文字以内）
上記の内容を投稿フォームか、
メールで送信してください。

自慢の赤ちゃんを広報ましきに掲載
しませんか？

自慢のペットを広報ましきに掲載
しませんか？

①ペットの写真 ②ペットの名前 ③種類 ④飼い
主の氏名 ⑤住所 ⑤連絡先
上記の内容を投稿フォームか、
メールで送信してください。
企画財政課　広報係　☎ 286-3223　
mail mashiki890@gmail.com

写真がたくさん載っているので、友達がいない
かなーなどと考えながら楽しく見ています。

 　　　　　　　　　　　　   P.N　いわちゃん

益城に住んでいながら知らないことだらけで、
広報のおかげで新しい気付きがあります。

 　　　　　　　　　　　　   P.N　えむ

ʰॳઇʱਗ਼水޺さん　ࡱӨ場ॴɿ૜ྖ

ʰॳܮʱྛ田๛さん
ٶӨ場ॴɿ津森ਆࡱ

ʰ༦ཅとඈػߦʱ
দԼਖ਼ޗさん
ߓӨ場ॴɿѨોくまϞンۭࡱ

ʰؾཛྷのே 　ɦࢁདྷܟ明さん
Ө場ॴɿ੺Ҫ૶઒ࡱ

ʰͲんͲやʱ
٢઒ܚथさん
Ө場ॴɿഅ水ࡱ

P.N　風穂さん

古閑
今
いま

冨
とみ

正
まさ

己
み

さん

島田　
森
もり

田
た

芙
ふ

美
み

さん

正
ただ

しいもの、または問
もん

題
だい

本
ほん

文
ぶん

の中
なか

の○に当
あ

てはまるものを選
せん

択
たく

し、記
き

号
ごう

で回
かい

答
とう

してください。全問正解者中 10 人に、500 円
分の図書カードをプレゼント！

応募締切日… 2 月 10 日必着
前月号の正解… ① - C  ② - B  ③ - D
当選者（敬称略）…さーちゃん、わたなべ勇

ゆう
気
き

、金
かね

田
だ

倖
こ

花
はな

、西
にし

本
もと

結
ゆい

音
ね

、森
もり

田
た

清
きよ

隆
たか

、日
ひ

髙
だか

圭
けい

介
すけ

、たく、まあたん、りょーま、えむ

応募総数… 90 通　全問正解数… 85 通

問題１　ヒント…P8 ～ 11
木山にある４つの施設。そ
れぞれの施設の愛称の中で、
間違っているもの
3 3 3 3 3 3 3 3

はどれ？
A…にじいろ　B…コメット
C…ミナテラス　D…カタル

問題２　ヒント…P19
1 月 5 日にある役職に就任
した信國さん。その役職は？

A…町長　　B…副町長
C…教育長　D…編集長

問題３　ヒント…なし

益城町と友好交流協定を結
んでいる台湾の都市の名前
は？
A…大甲区　B…大平区
C…大安区　D…大里区

応募方法

回答フォーム →
または、
はがきに答えと住所、氏名
を記入し、〒 861-2295 益
城町役場「広報クイズ」係へ。
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益城町Ի੠༁ϘϥϯςΟア「͜まどり」では、広ใましき、社協だΑり、清水（議会ใ）などの
　。事ΛԻ੠で࿥Իした̘̙Λແ料配෍していますه ໰  町社会福祉協議会　 ☎ 214‐5566

　のઆ明߸ه ໰ ʜ໰い合わͤઌ　  ॅ ʜ住所　☎ʜి࿩番߸　 ಺8ʜ内ઢ番߸　　　
'"9 ʜϑΝックス番߸　 ̢ ʜϝーϧアυレス　　 　 )1 ʜホームページ

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
次

の
日
程
で
福
田
・
津
森
郵
便
局
と
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
証
明
書
発
行
を
一

時
停
止
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

期
日
…
2
月
21
日
㊏
～
23
日
㊊
祝

終
日

対
象
…
戸
籍
謄
本
・
抄
本
、
戸
籍
の
附
票

໰
役
場
住
民
課
住
民
係

☎
２
８
６
‐
３
１
１
２

令
和
7
年
2
月
に
発
生
し
た
大
船
渡
市

の
林
野
火
災
を
は
じ
め
、
全
国
で
林
野
火

災
が
発
生
し
、
そ
の
原
因
の
多
く
は
た
き

火
や
火
入
れ
な
ど
人
の
行
為
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
8
年
1
月

1
日
か
ら
、
熊
本
市
消
防
局
管
内
の
林
野

火
災
予
防
を
目
的
と
し
、
林
野
火
災
注
意

報
・
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町

は
、
町
が
策
定
す
る
森
林
計
画
に
定
め
ら

れ
た
区
域
が
発
令
対
象
区
域
と
な
り
ま
す
。

注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、

区
域
内
で
の
火
の
使
用
に
制
限
が
課
せ
ら

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い（
住
宅
地

は
対
象
外
）。

໰
役
場
危
機
管
理
課

☎
２
８
６
‐
３
２
１
０

熊
本
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
特
定（
産
業
別
）最
低
賃

金
に
は
適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
か
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業

１
０
６
３
円

②
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶
製

造
・
修
理
業
、
船
用
機
関
製
造
業

１
０
７
４
円

③
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー��
１
０
３
４
円

໰
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
３
５
５
‐
３
２
０
２

熊
本
県
は
２
０
５
０
年
に
二
酸
化
炭
素

排
出
実
質
ゼ
ロ（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）を
目
指

し
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
は
何
か
、
そ
し
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
や
省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え
な

ど
、
私
た
ち
が
す
ぐ
に
で
き
る
行
動
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
持
続
可
能
な
未
来

を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、「
く
ま
も
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
」で
検
索
！

໰
県
環
境
立
県
推
進
課

☎
３
３
３
‐
２
２
６
６

署
名
を
通
じ
て
多
く
の
人
に
北
方
領
土

返
還
要
求
署
名
運
動
に
参
加
し
て
も
ら
う

た
め
、署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

期
間
…
2
月
2
日
㊊
～
27
日
㊎

場
所
…
熊
本
県
庁
本
館
1
階

総
合
案
内

カ
ウ
ン
タ
ー

໰
県
知
事
公
室
広
報
課
報
道・
広
聴
班

☎
３
３
３
‐
２
０
２
８

名
物
の「
市
だ
ご
」を
は
じ
め
、
お
い
し

い
食
べ
物
や
特
産
品
の
露
店
な
ど
が
並
び

ま
す
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
太
鼓
演
奏
・

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
が

会
場
を
に
ぎ
や
か
に
彩
り
ま
す
。

豪
華
景
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会

も
行
わ
れ
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
時
…
3
月
1
日
㊐

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

場
所
…
木
山
横
町
通
り

໰
益
城
町
商
工
会

☎
２
８
６
‐
２
５
５
１

女
性
司
法
書
士
が
面
談
や
電
話
で
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
…
２
月
28
日
㊏

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所
…
熊
本
県
司
法
書
士
会
館（
熊
本
市

中
央
区
大
江
４
丁
目
4
番
34
号
）

相
談
例
…
相
続
、
遺
言
書
、
借
金
、
夫
婦・

親
子
関
係
、
起
業
、
離
婚
、
認

知
症
の
家
族
の
こ
と
な
ど

電
話
相
談
…

☎
３
６
４
‐
０
８
０
０

※
当
日
の
み

面
談
相
談
…

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
左
記

へ
電
話
で
事
前
予
約

໰
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
３
６
４
‐
２
８
８
９

「
く
ま
も
と
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」を
４
月

か
ら
５
月
ま
で
17
競
技
で
開
催
し
ま
す
。

上
位
入
賞
者
は
11
月
開
催
の「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
彩
の
国
さ
い
た
ま
２
０
２
６
」へ

の
派
遣
選
考
の
対
象
と
し
ま
す
。

日
程
…
４
月
４
日
㊏
～
５
月
16
日
㊏

場
所
…
県
民
総
合
運
動
公
園
ほ
か

内
容
…〈
４
月
〉テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ペ
タ
ン
ク
、
太
極
拳
、
サ
ッ
カ
ー
、

健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
〈
５
月
〉ゴ
ル
フ
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー

ツ
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

剣
道
、
弓
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

参
加
資
格
…

令
和
９
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上

（
昭
和
42
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）の

県
内
在
住
者

※
た
だ
し
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
、
太
極

拳
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、

各
競
技
別
実
施
要
領
で
定
め
る
。

募
集
期
間
…

〈
４
月
開
催
分
〉２
月
２
日
㊊
～
27
日
㊎

〈
５
月
開
催
分
〉３
月
２
日
㊊
～
27
日
㊎

参
加
費
…
１
人
１
２
０
０
円

※
後
日
送
付
す
る
振
込
用
紙
か
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
支
払
い

申
し
込
み
…

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
添
付
の
申
込
書
で
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

໰
（
一
財
）熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
３
５
４
‐
３
０
８
３

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
を
体
験
し
て
生
活
が
よ
り
豊
か
に
な

り
、
障
が
い
者
の
競
技
力
向
上
が
社
会
参

加
に
つ
な
が
る
よ
う
、
く
ま
も
と
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
程
…
４
月
26
日
㊐
水
泳
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ

　
　
　
５
月
16
日
㊏
陸
上
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

卓
球（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ

ス
競
技
は
除
く
）

会
場
…
水
泳
／
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も

と
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
／
調

整
中
、
ボ
ッ
チ
ャ
／
植
木
中
央
公

園
運
動
施
設
体
育
館
、
陸
上
／
県

民
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
、　　
　

ボ
ウ
リ
ン
グ
／
パ
ス
カ
ワ
ー
ル
ド

宇
土
、
卓
球
／
県
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館

参
加
資
格
…

県
内
に
住
所
を
有
す
る
か
県
内
の
施

設
・
学
校
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
13

歳
以
上（
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
）で
、

身
体
障
が
い
の
あ
る
人
、
知
的
障
が
い

の
あ
る
人
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
人

※
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
は
卓
球
競
技
の

み
参
加
可
能
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
…

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
２

月
20
日
㊎
ま
で
に
福
祉
課
障
が
い
支
援
係

へ
提
出（
必
着
）。
申
込
用
紙
は
県
障
害
者

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
改
正

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

署
名
コ
ー
ナ
ー
を
県
庁
に
設
置

林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
の
発
令

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
一
時
停
止

み
ん
な
で
２
０
５
０
年

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
そ
う
！

女
性
の
た
め
の
女
性
司
法
書
士
に
よ

る
無
料
相
談
会

第
25
回
く
ま
も
と
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

役
場
福
祉
課
で
入
手
で
き
ま
す
。

໰
役
場
福
祉
課
障
が
い
支
援
係

☎
２
８
６
‐
３
１
１
５

県
上
益
城
地
域
振
興
局
福
祉
課

☎
２
８
２
‐
０
２
１
５

説
明
会（
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）の
詳
細

は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
…
３
月
27
日
㊎
～
４
月
2
日
㊍

場
所
…
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

対
象
…
小
学
２
年
生
～
６
年
生

定
員
…
日
本
人
小
学
生
１
３
０
人

　
　
　
外
国
人
小
学
生
50
人（
先
着
順
）

申
込
期
限
…
３
月
５
日
㊍

参
加
費
…
熊
本
空
港
発
17
万
２
０
０
０
円

໰（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
‐
６
８
２
５
‐
３
１
３
０

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

（
２
０
２
６
春
の
旅
）」で
は
、
何
げ
な
い

風
景
、
思
い
出
の
風
景
、
忘
れ
ら
れ
な
い

風
景
、
み
ん
な
に
伝
え
た
い
風
景
、
音

の
記
憶
と
重
な
る
風
景
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
風
景
や

そ
の
場
所
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
限

2
月
16
日
㊊

応
募
方
法

投
稿
フ
ォ
ー
ム

郵
送
〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」係

'"9
０
３
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

応
募
内
容
ộ

住
所
／
氏
名
／
電
話
番
号
／
性
別
／
年

齢
／
思
い
出
の
場
所
・
風
景
／
場
所
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

໰
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６

☎
０
５
０
‐
３
７
８
６
‐
５
０
０
０

第
50
回
記
念

ち
び
っ
こ
探
険
学
校

ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集

く
ま
も
と
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
２
６
参
加
者
募
集

第
34
回
益
城
復
興
木
山
初
市

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
募
集

　第 69 ճ۽ຊݝ広ใίϯクーϧ（۽ຊݝ広ใ協会・۽ຊ日日৽ฉ社

ओ࠵）の広ใࢴ町ଜ部において、「広ใましき」がάϥϯプリͱなる۽

日৆Λ受৆しました。さらに、1 ຕࣸਅの部で΋ྩ࿨̓೥ 10 月߸の

දࢴが１ݝҐͱなるಛબにબ͹れました。

　ຊࢴに関わͬてくださͬたօさん、ຊ当にありがͱうご͟います。

͓͔͛͞·Ͱ޿ใࢴɾࣸ ਅ̍ݝʹڞҐʂ
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編
集
後
記

♦
つ
い
に
熊
日
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
！

取
材
に
協
力
し
て
く

れ
る
人
、
投
稿
コ
ー
ナ
ー
に
参

加
し
て
く
れ
る
人
、
毎
月
読
ん

で
く
れ
る
人
、「
○
○
の
記
事

よ
か
っ
た
ね
」と
声
を
か
け
て

く
れ
る
人
。
本
当
に
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
、
県

１
位
の
栄
冠
を
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
！
係
ま

ળҙの౮
ࣾ会福祉ٞڠ会　☎ 214 ‐ 5566
߳యฦしにସ͑て࣍ͷํʑ͔らد෇Λいͨだ͖·
しͨ。ʢܟশུʣ

໊͓લ ʢ ߦ ੓ ۠ ʣ ਓނ

河
かわ

端
ばた

由
ゆ

美
み

（ 福 原 ） 英
えい

一
いち

酒
さか

井
い

　エイ子
こ

（ 辻 団 地 ） 喜
き

一
いち

古
こ

閑
が

森
もり

晴
はる

美
み

（ 五 楽 ） 澄
すみ

江
え

中
なか

林
ばやし

邦
くに

輔
すけ

（ 土 山 ） 勢
せ

津
つ

子
こ

畑
はた

野
の

博
ひろ

惠
え

（ 辻 団 地 ） 久
ひさ

雄
お

宮
みや

本
もと

義
よし

範
のり

（ 古 閑 ） トシ子
こ

津
つ

㟢
ざき

秀
ひで

雄
お

（ 平 田 西 ） ツユ子
こ

真
ま

柴
しば

　ヒトミ （ 辻 団 地 ） 村
むら

士
し

吉
よし

村
むら

昭
あき

子
こ

（ 赤 井 ） 正
まさ

男
お

西
にし

村
むら

文
ふみ

博
ひろ

（ 木 山 下 辻 団 地 ） 京
きょう

子
こ

農
のう

一
かず

聖
たか

（ 畑 中 ） 京
きょう

子
こ

榮
さかえ

田
だ

武
たけ

之
ゆき

（ 寺 迫 ） 正
しょう

八
はち

ふるさと納税
શ͔ࠃΒͨ͘͞Μͷ

ʮ;Δ͞ͱೲ੫ʯΛ௖͖ɺ
৺ΑΓँײਃ͠上͛·͢ɻ

ྩ࿨ �೥౓
��
��� ݅ ��
��� ສԁ

ྩ࿨ �೥ ��݄຤ࡏݱ

♣
二は

た

ち
十
歳
の
集
い
の
取
材
も
三

度
目
。
何
度
立
ち
会
っ
て
も
胸

が
熱
く
な
り
ま
す
ね
！

友
人

と
の
再
会
を
喜
び
、
未
来
へ
の

期
待
に
満
ち
た
そ
の
瞳
の
な
ん

と
輝
か
し
い
こ
と
か
。
ち
な
み

に
、
そ
ん
な
若
者
た
ち
を
前
に

「
い
い
よ
、
い
い
よ
！
」と
飛
び

跳
ね
な
が
ら
撮
影
し
て
い
た
私

は
そ
ろ
そ
ろ
〇
十
路
‥
。
係
ゆ

ೕ༮児健਍　　        町保健福祉ηϯλーはͽͶす　☎ 234‐6123

�݄

10 日 ㊋
4か月ࣇ健診
ର৅者：R7.9.23 ～ R7.10.27 ੜ

ର৅者には、個別に

௨஌します。

時間は、௨஌Λごཡ

ください。

13 日 ㊎
健診ࣇࡀ3
ର৅者：R4.6.28 ～ R4.7.14 ੜ

17 日 ㊋
7か月ࣇ健診
ର৅者：R7.6.13 ～ R7.7.16 ੜ

18 日 ㊌
健診ࣇࡀ3
ର৅者：R4.7.15 ～ R4.8.1 ੜ

24 日 ㊋
健診ࣇ6か月ࡀ1
ର৅者：R6.7.19 ～ R6.8.5 ੜ

�݄

3 日 ㊋
健診ࣇࡀ3
ର৅者：R4.8.2 ～ R4.8.22 ੜ

ର৅者には、個別に

௨஌します。

※ର৅者は予定です。ঢ়گにΑり変更になる場合があります。

学校生活の 1 コマを学生の手作り（写真・文）でお届けします。

私がお伝えします

　僕たち吹奏楽部は、コンクールへの出場や地域のイベ
ントでの演奏など、日々活動に励んでいます。今の時期
は練習時間が一日一時間ほどと限られていますが、この
貴重な時間を大切に使っていきたいです。
　さて、３月 25 日に定期演奏会を開催します。曲目に
は、皆さんがご存じの人気曲から、少し意外な曲まで、

楽しんでいただけるよう選びました。三年生の
先輩方にとって、益城中生として演奏する最後
のステージです。先輩方が笑顔で締めくくれる
よう、後悔のない演奏会にしていきたいです。
ぜひ、皆さんで演奏を聴きに来てください！

益城中　吹奏楽部部長
那
な

須
す

煌
こう

Ᏽ
ͤい

さん（2 年生）

＃吹奏楽部日々練習
＃最高の演奏会をみんなで作る

��Ճ͖͔͚ͨͬ͠͸ʁɹɹɹࢀʹࣨڭ
ࣗ୐のݐてସえで一時తに町外へ

సډしたのですが、ͦの間にすͬか
りӡಈෆ଍になり、階ஈのঢり߱り
さえͭらくなͬてしまͬて。৽しい
Ոのपり΋まだ޻事தでܰؾにࢄา
΋できず、どうしΑうかͱͬࢥてい
た時に͜のڭ室の͜ͱΛฉき、ࢲに
ͽͬたりだͱࢥいました。
̏Χ月ؒのࣨڭ͸͍͔͕Ͱ͔ͨ͠ɻ��

ͱて΋ஸೡにࢦಋしていただきま
した。内༰はܾしてϋーυな΋ので
はなく、Ո事Λしながらで΋できる

「ながらӡಈ」Λڭわり、ࠓ΋料ཧத
などに実ફしています。週 2 ճのڭ
室でしたが、ຊԻΛݴえ͹週 1 ճで
΋いいので、΋ͬͱଓ͚たかͬたで
すͶ。

毎日を笑顔で過ごすため。
健康や介護予防に役立つ
情報をお届けします。
໰ 健康保険՝ 保健事܎ۀ  

☎ 286 ‐ 3113

今ޙの໨ඪΛ͍ͩͯ͑͘͞ڭɻɹɹ��
　΍りたい͜ͱはたくさんある͚ど、
なかなか体ྗが௥いͭきまͤんͶ。
Իָが޷きで、Ҏ前は社交μϯス΍
ϑϥμϯス΋していましたが、ࠓは
カϥΦέにເதʂ　৽しいۂΛ֮え
るのは、಄の体操に΋なりますから。
いͭかは、໊औの資֨Λऔる΄どଧ
ຯઢに、΋う一౓௅ࡾんだ民གࠐͪ
ઓしたいですͶ。ਓੜの࠷後まで、
ৎ෉な଍ࠊで௅ઓΛଓ͚たいです。

຀
ଜ
ڠ
子
さ
ん

ớ
下
ொ
Ờ

　82 まだまだʮ、ࡀ やΓ
ͨいことʯはਚきない！　
　町のʮମྗあっ΀ڭ室ʯ
をきっか͚に、ମྗ・਎
ମػೳの޲上を࣮ݱしͨ
຀
まき

ଜ
Ήら

ڠ
きΐ͏

子
こ

さんに࿩をฉき
ましͨ。

は、皆さんがご存じの人気曲から、少し意外な曲まで、

三年生最後の定期演奏会
心に残るステージを目指して

mashiki_chuugakkou

だるまっちゅう

町長のちょっと一言 「志賀哲太郎先生の思いを未来へ受け継いでいきます」

1
月
14
日
、
益
城
町
の
友
好
交
流
都
市
で
あ

る
台
湾
・
台
中
市
大
甲
区
か
ら
、
顔
金
源
区
長

を
は
じ
め
と
す
る
訪
問
団
の
皆
さ
ん
が
来
町
さ

れ
ま
し
た
。

大
甲
区
と
の
友
好
交
流
の
き
っ
か
け
は
、
台

湾
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
、

本
町
出
身
の
偉
人
・
志
賀
哲
太
郎
先
生
で
す
。

訪
問
団
は
、
か
つ
て
先
生
の
学
び
舎
で
あ
っ

た
津
森
小
の
授
業
を
視
察
し
た
後
、
志
賀
哲
太

郎
顕
彰
碑
に
献
花
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場

を
町
役
場
に
移
し
、
町
職
員
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
。
教
育
や
防
災
を
は
じ
め
、観
光
、産
業
、

ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
で
連
携
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

現
在
、
大
甲
区
と
益
城
町
の
小
学
生
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
交
流
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
先
日
放
送
さ
れ
た
ド
ラ
マ「
台
湾
・
大
甲

の
聖
人
志
賀
哲
太
郎
」を
教
育
教
材
と
し
て
も

活
用
し
、
志
賀
先
生
の
功
績
を
礎
に
、
児
童
生

徒
の
交
流
を
一
層
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

先
生
の
偉
大
な
活
動
と
紡
が
れ
た
思
い
を
、

単
な
る
歴
史
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
と
未
来
を
つ
な
ぐ
物
語
と

し
て
、
大
切
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
す
。

ͱて΋お஡໨なإ金۠ݯ௕。
町からଃͬた๧子Λͦの場
でඃり、تͼのϙーζΛͱͬ
てくれました。
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最新情報は、ホームページで確認してください。

くらしにプラス！カレンダー2
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
■母子健康手帳交付
■子育て広場
■消費生活相談室

■からだ de あそぼ ■心配ごと相談 ■夜間納付相談 ■認知症伴走型相談

8 9 10 11 12 13 14
■母子健康手帳交付
■消費生活相談室

■せいさく
■夜間納付相談

■女性のこころとからだなんでも相談
■認知症伴走型相談

■キッズタイム
10:30 ～　申込 2/6 ～ 13

15 16 17 18 19 20 21
■母子健康手帳交付
■子育て広場
■おはなし
■消費生活相談室

■もの忘れ相談室 ■ふぁん！ふぁん！ままくらぶ
10:30 ～　申込 2/1 ～ 15
■心配ごと相談

■夜間納付相談 ■認知症伴走型相談

22 23 24 25 26 27 28
■専門医によるこころの相談 ■母子健康手帳交付

■心配ごと相談
■おひざにだっこのおはなし会
■夜間納付相談

■誕生会※ 3 日前までに申込
■認知症伴走型相談

■みんなのおはなし会

3/1 2 3 4 5 6 7
■母子健康手帳交付
■子育て広場
■消費生活相談室

■心配ごと相談 ■夜間納付相談 ■認知症伴走型相談

今月の納税など   固定資産税第 4 期／国民健康保険税第 10 期／介護保険料第 11 期／後期高齢者医療保険料第 8 期

Instagram
@mashiki._.town

LINE
益城町

町ホームページ X（旧Twitter）
@mashiki_town

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド を

持っていれば、コンビニ

や福田・津森郵便局で手

軽に各種証明を

取得できます。

上益城 5 町消費生活相談室
９：00 ～ 16：00
月　益城町　☎ 286‐3210
火　御船町　☎ 282‐1226
水　嘉島町　☎ 237‐1112
木　甲佐町　☎ 234‐3223
金　山都町　☎ 0967‐72‐3133
各役場に専門相談員が配置されて
おり、お住まいの地域に関わらず
相談が可能です。

福祉課
■心配ごと相談 10：00 ～ 15：00
　役場 1 階相談室 D
　☎ 214‐5566 （社会福祉協議会）
■もの忘れ相談室 13：30 ～16：30

役場 1 階相談室 D　予約制
☎ 214‐5566 （社会福祉協議会）

■認知症伴走型相談 16：00 ～ 20：00
　第１週　惣領 4 町内公民館
　第 2 週　下辻団地集会所
　第 3 週　田原第二団地集会所
　第４週　小池秋永公民館（15：30 ～ 19：30）

　☎ 080‐7079‐5819（花へんろ）

益城町児童館　☎ 234 ‐ 6124

■ふぁん！ふぁん！ままくらぶ
「ストレッチ体操・ヨガ」

■キッズタイム
「『COCORO』演奏会」

【おひさまひろば】10：30 ～
■からだ de あそぼ　■誕生会
■おはなし　■せいさく

益城町図書館　☎ 243 ‐ 5115
■おひざにだっこのおはなし会 
　11：00 ～ 11：30
■みんなのおはなし会
　14：00 ～ 14：30

税務課　☎ 286 ‐ 3116

■夜間納付相談　17：15 ～ 20：00

保健福祉センター　はぴねす
　☎ 234 ‐ 6123
■母子健康手帳交付

完全予約制（個別に交付）
■子育て広場（育児相談）
　一部予約制
　（母子手帳アプリ「母子モ」から予約可）
■女性のこころとからだなんでも相談

完全予約制（１週間前締め切り）
■専門医によるこころの相談

完全予約制（１週間前締め切り）
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【わがまち散歩】新川 編

【特集】二十歳の集い
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2 月の休日当番医　 　　　　　　　　　　　   診察時間／午前 9 時～午後 5 時

2 月

1 日 （日）おがた整形外科 （福富） ☎ 289‐3301

8 日 （日）あおい皮ふ科 （広崎） ☎ 288‐6028

15 日 （日）ましきクリニック （惣領） ☎ 287‐8733

22 日 （日）清水眼科 （惣領） ☎ 289‐0288
※変更などがある場合があります。事前に医療機関にご確認のうえ受診してください。
※ 4 月から休日当番医は上益城郡内３カ所で実施（広域化）されます。




